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２０１２年度　事業報告書
学校法人　神戸女学院





　神戸女学院は、 ２０１３年に創立１３８年を迎えます。

自由を愛し、 民主的な組織運営を尊重するアメリカ ・

プロテスタント教会の一教派である会衆派教会の海外

宣教組織 「アメリカン・ボード」 によって、１８７５年 （明

治８年） に、 神戸に設立されました。

学校法人　神戸女学院

理事長 ･ 院長　　森　孝一

はじめに

　高等教育機関となった神戸女学院は、 １９３３年 （昭

和８年） に現在のキャンパスである西宮市岡田山に移

転いたしました。 ２０１３年は岡田山へのキャンパス移転

８０周年にあたります。 国の 「登録有形文化財」 に登

録されたヴォーリズ設計による校舎群と、 岡田山の豊か

な自然は、 本学院の貴重な財産であるだけでなく、 キャ

ンパス自体が情操教育のための資産となっています。

　神戸女学院の永久標語である 「愛神愛隣」 は、 本

学院の教育目標を表現しています。 キリスト教を基本

とする人格教育を教育の中心に置き、 獲得した知識や

技術を、 自分のために用いるだけでなく、 社会、 国家、

世界のために貢献することのできる人材を養成するこ

と。 これが神戸女学院の教育目標です。

　２０１３年度には大学に、 英語能力の更なる向上のた

めに、 「共通英語教育研究センター」 を設置し、 完成

時には６名の教員を配置いたします。 また学生の自発

的学修を促すための施設として、 図書館に 「ラーニン

グコモンズ」 を開設いたします。 これはいずれも、 大

学の中長期計画に基づく教育内容と設備の整備の一

環です。

　施設 ･ 設備面では、 ２０１２年度に西門からの道路の

拡幅工事を行いました。 これによって、 ほとんどの車

両が西門を利用するように規制し、 学生 ・ 生徒と車両

の流れを切り離すことにより、 安全の確保を図ります。

２０１３年度に予定されている工事としては、 老朽化し

た中高部 2 号館の建て替え、 および、 中高部タルカッ

ト記念館のバリアフリー化のために、 エレベーターを設

置します。 また大学に関しては、文学館のエレベーター

設置と１階トイレの改装、 ジュリア ・ ダッドレー記念館

の外装工事を行います。 また総務館内の講堂とソール

チャペルの空調設備の改修を行う予定です。

　今後も神戸女学院に対しまして、 皆さまのより一層の

ご支援を賜りますよう、 お願い申し上げます。
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  神戸女学院は、１８７５年（明治８年）、日本が

近代化への一歩を踏み出したその時、アメリカン・

ボード中部及び東部婦人伝道会から派遣された宣教

師タルカット、ダッドレー両先生によって創立され

た。当初から、神戸女学院の教育の根幹はキリスト

教と国際理解の精神に根ざした全人教育であり、個

性を重んじ、自由で自立した教養豊かな女性の育成

であった。以来、高い教養と専門的知識、広い視野

と適確な判断力、さらに語学力を育み、神戸女学院

の永久標語である ｢ 愛神愛隣 ｣ の精神のもと、自ら

が身を置いた時代や環境の中で、自らの使命を自覚

し、地域社会や国際社会で活躍する女性を世に送り

出してきた。現代も、この建学の精神と基本的教育

目標を堅持しながら、急速に変化する社会の要請に

対応して、絶えずカリキュラム内容の充実を図って

いる。

Ⅰ .　法人の概要

1　建学の理念・教育目標

2　設置学校 ･ 学部・学科等

英米文学・文化コース

言語・コミュニケーションコース

グローバル ・ スタディーズコース

現代国際文化コース

日本・アジア文化コース

人文・ヨーロッパ文化コース

社会・福祉・子どもコース

器楽専攻

声楽専攻

ミュージック ・ クリエィション専攻

舞踊専攻

英文学科

文学部

文学研究科

音楽学部

音楽研究科

人間科学研究科

人間科学部

総合文化学科

音楽学科

音楽芸術表現専攻　修士課程

人間科学専攻　博士前 ･ 後期課程

心理 ･ 行動科学科

高等学部

環境 ･ バイオサイエンス学科

中学部

英文学専攻　博士前・後期課程

通訳 ･ 翻訳コース

社会学専攻　修士課程

比較文化学専攻　博士前 ･ 後期課程

神戸女学院

大学

神戸女学院

中高部

学校法人

神戸女学院
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３）リベラル・アーツ＆サイエンス教育の推進

４）国際理解の推進

５）キャリア形成の支援

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関す

る方針）

　神戸女学院大学では次のような能力を身につけ、

かつ所定の単位を修得した学生に対して教授会での

審議を経たうえで、卒業が認定されます。

１）本学の学生が卒業時に備える能力

２）卒業に値する学生を認定する手段

3　ミッションステートメントと基本ポリシー

● 大学

ミッションステートメント

　神戸女学院大学は、学ぶ者と働く者が共に学院標

語「愛神愛隣」に基づくキリスト教の精神を分かち

合い、時代の潮流に流されることなく、置かれた場

で、利害を超え、自らの役割を感知し、果たし、人

にとって真に大切なものを見分ける、共感性の高い

人格への成長を目指します。

アドミッション・ポリシー（入学者選考の基本方針）

　本学のミッションステートメントとアカデミッ

ク・ポリシーをよく理解し、それぞれの学科・専攻

の教育課程を履修するために必要な基礎学力を備え

た人を受け入れます。本学における学びを通して建

学の理念を体得し、与えられた知恵と力を社会に生

かして、隣人に仕えることを志す人を迎えます。

アカデミック・ポリシー（カリキュラムの編成方針）

　キリスト教主義の歴史ある女性高等教育機関とし

ての伝統に基づき、現代の女性のライフステージの

多様さを理解し、幅広い知識と教養と応用力を身に

つけた共感性の高い人格を養成します。そのために、

文学部（英文学科及び総合文化学科）、音楽学部（音

楽学科）、人間科学部（心理・行動科学科及び環境・

バイオサイエンス学科）を置き、次のような方針に

基づいてカリキュラムを編成します。

１）基礎学力と教養の習得

２）専門的知識と技術の習得

　専門教育科目の理解を深め、幅広い視野と知識

を持つための全学共通科目（主題コース、入門コー

ス、探求コース、外国語、体育学及びキリスト教

学）を必修科目とします。

　専門的な知識と技術を体系的に習得するため

に、各学科に専門教育科目群を設置します。学科

の内容に応じた表現能力、課題設定・問題解決能

力、コミュニケーション能力を身につけるため、

少人数のゼミ教育・実技指導を行います。

　専門分野を学びつつ、同時に幅広い知識と教養

と応用力を身につけるため、学部学科の壁を越え

た教育を推進します。学科専門教育科目の一部を

探求コース科目として他学科生に開放し、また、

副専攻制度を設け、学科横断的な学修機会を提供

します。

　全学を対象に、通訳を養成する教育方法を応用

して、英語運用能力を集中的に伸ばす通訳・翻訳

プログラムを行います。また、他者との共生を志

す国際理解の精神を育むため、海外の大学・諸機

関との交流、多彩な留学、研修プログラムなどを

実施します。

　専門的知識を活かしたキャリア形成のために教

育職員免許状（英語、社会、地理歴史、公民、国語、

音楽及び理科）や精神保健福祉士の受験資格など、

資格取得のための科目群を設置します。また、キャ

リア形成のための基本的認識を深める科目群を提

供します。 

　本学の教育課程を修了した者は体系的に身につ

けた専門的なものの見方や専門的技術を活かした

キャリアに従事する能力を身につけています。ま

た、専門領域の枠を超えた幅広い教養、表現力、

ものの見方、共感性を身につけています。

　文学部では卒業論文（英文学科は英文）を担当
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● 大学院

ミッションステートメント

　神戸女学院大学大学院は、学ぶ者と働く者が共に

学院標語「愛神愛隣」に基づくキリスト教の精神を

分かち合い、時代の潮流に流されることなく、置か

れた場で、利害を超え、自らの役割を感知し、果た

し、人にとって真に大切なものを見分ける、共感性

の高い人格への成長を目指します。

アドミッション・ポリシー（入学者選考の基本方針）

　本学大学院のミッションステートメントとアカデ

ミック・ポリシーをよく理解し、それぞれの研究科・

専攻の教育課程を履修するために必要な基礎学力を

備えた人を受け入れます。本学における学びを通し

て建学の理念を体得し、与えられた知恵と力を社会

に生かして、隣人に仕えることを志す人を迎えます。

アカデミック・ポリシー（カリキュラムの編成方針）

　キリスト教主義の歴史ある女性高等教育機関とし

ての伝統に基づき、現代の女性のライフステージの

多様さを理解し、専門的な知識と応用力を身につけ

た共感性の高い人格を養成します。そのために、文

学研究科（修士課程、博士前期・後期課程）、人間

科学研究科（博士前期・後期課程）、音楽研究科（修

士課程）を置き、次のような方針に基づいてカリキュ

ラムを編成します。

１）専門的学術理論・技術の教授と研究、 

２）論理的思考力の養成、 

３）専門知識と技術の社会的還元、 

４）文化・思想・科学の進歩に寄与する独創性の育

　成 

ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与に関す

る方針）

　神戸女学院大学大学院では次のような能力を身に

つけ、かつ所定の単位を修得した大学院生に対して

所定の委員会での審議を経たうえで、修了が認定さ

れます。

　

キャリアデザインポリシー

　神戸女学院大学では「キャリア」を「人が生涯

を通じて行う仕事の総体である」（Career is the 

totality of work in her lifetime）と認識しています。

学生は本学での大学生活を通して知識や技術、能力、

人間性、主体性を豊かに育みます。卒業後は社会に

自立・適応し、生涯多様な女性のライフステージを

通じて、置かれた場で、職業人、家庭人、社会人と

して、社会を創造していきます。学生の豊かなキャ

リアを実現するため、本学では次の方針に基づき、

教職員が協力して各自の進路をデザインする力を養

います。

１．本学の「ミッションステートメント」にあるよ

　うに、キリストの教えに基づく伝統の中で豊かな

　人間性を育みます。

２．本学の「アカデミックポリシー」による学修に

　より、基礎学力と幅広い教養、確かな専門知識と

　技術、応用力、国際的視野と異文化理解を育みま

　す。

３．学科の専門教育科目の体系的な履修により、学

　科の特性を生かした就業分野で社会的に自立でき

　る職業人を育成します。

４．学科横断的に設けた教育プログラムの履修によ

　り、専門教育科目で身につけた知識や技術を創造

　的に活用する能力や広い視野を涵養します。

５．求人や企業等に関する情報提供に加えて、個別

　面談・指導や学年に応じた各種特別講座を充実さ

　せ、実践的に支援します。

教員が審査し、優秀な論文を公表します。

　音楽学部では卒業専門実技試験にて審査が行わ

れ、その後、全員が公開の卒業演奏・公演に臨み

ます。

　人間科学部では卒業論文を担当教員が審査し、

公開された卒業論文発表会を行います。
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１）本学の大学院生が修了時に備える能力

２）修了に値する学生を認定する手段

　本学大学院の博士前期課程・修士課程を修了し

た者は体系的に身につけた専門的なものの見方や

表現力、専門的技術を活かした教育・研究キャリ

アに従事する能力を身につけています。また、専

門領域の知識や技術を有効に社会に還元するため

のものの見方、共感性の高い人格的教養を身につ

けています。

　本学大学院の博士後期課程を修了した者は専門

領域のより深い知識と思考力を身につけ、自立し

た研究者、指導者としての能力を身につけていま

す。

　文学研究科では修士論文または修士課題研究を

主査および副査が審査し、研究科委員会で合否を

判定します。合格した論文または課題研究は公開

の場で報告します。博士論文の審査は、研究科委

員会で選出された主査および副査による査読、公

開の口頭試問を行います。研究科委員会の審議を

経たのち、大学院委員会で合否の判定を行います。

修士号および博士号を授与された論文は製本され

て本学図書館に保管され一般の閲覧に供します。

合格した博士論文は３ヶ月以内に論文要旨、審査

結果の要旨を学内学術刊行物に公表します。

　人間科学研究科では修士論文を主査および副査

が審査し、公開された修士論文発表会と審査委員

による口頭試問を行い、研究科委員会で合否を判

定します。博士論文の審査は、研究科委員会で選

出された主査および副査による論文審査、公開の

論文公聴会と口頭試問を行います。研究科委員会

での審議を経たのち、大学院委員会で合否の判定

を行います。修士号および博士号を授与された論

文は製本されて本学図書館に保管され一般の閲覧

に供します。合格した博士論文は３ヶ月以内に論

文要旨、審査結果の要旨を学内学術刊行物に公表

します。

　音楽研究科では修了作品または修了演奏を専門

教員全員と外部から招聘した審査員により公開の

もとで審査し、副論文は主査と副査が審査します。

合否は研究科委員会で判定します。優秀な成績を

収めた学生には学外で開催する修了披露演奏会で

演奏する機会を与えます。副論文は製本されて本

学図書館に保管され一般の閲覧に供します。
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4　校地・校舎

正門

音楽学部１号館

音楽学部２号館

ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵﾙﾁﾝ記念音楽館

ｴﾐﾘｰ･ﾌﾞﾗｳﾝ記念館

文学部１号館

文学部２号館

デフォレスト記念館

図書館本館

理学館

総務館・講堂

文学館

理学館別館・心理相談室

社交館

新社交館

ﾒｱﾘｰ･ｱﾝﾅ･ﾎﾙﾌﾞﾙｯｸ記念館

第一体育館

第二体育館

第三体育館

テニスコート

購買部

シェイクスピア・ガーデン

図書館新館

ｼﾞｭﾘｱ･ﾀﾞｯﾄﾞﾚｰ記念館

エッジウッド館(研究室)

ケンウッド館

ﾒｱﾘｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｸﾞﾚｲｽ･ｽﾄｳ学生寮

岡田山ロッジ

大学ｸﾛｰﾊﾞｰ館(ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ)

茶室(松風庵)

アンジー・クルー記念館

コミュニケーションセンター

中高部１号館・２号館

タルカット記念館

めぐみ会館(同窓会館)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

●　岡田山キャンパス

　　所在地　西宮市岡田山４番１号

　　校地面積　　141,267.91 ㎡
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●　六甲セミナーハウス

　　所在地　神戸市灘区六甲山町１０４３－８

　　敷地面積　　1,501.65 ㎡

●　Kobe College International Students House

　　所在地　西宮市岡田山１－３１

　　敷地面積　　696.10 ㎡

●　東京寄宿舎クローバーハウス

　　所在地　東京都渋谷区大山町８－７

　　敷地面積　　367.46 ㎡



神戸女学院　２０１２事業報告書

7

5　入学定員 ･ 収容定員・在籍者数

●神戸女学院大学 入学定員 入学者数 収容定員 在籍学生数

文学部

英文学科 １４０名 １７６名 ５６０名 ７１２名

総合文化学科※１ ２００名 ２３８名 ７４０名 ９４１名

計 ３４０名 ４１４名 １，３００名 １，６５３名

音楽学部

音楽学科※２
４６名

( 編入 ) １名

４１名

１名

１８７名

１名
２０５名

人間科学部

心理・行動科学科※３ ９０名 １０６名 ３４０名 ４１９名

環境・バイオサイエンス学科 ８０名 ９４名 ３２０名 ３７６名

計 １７０名 ２００名 ６６０名 ７９５名

大学　計
５５６名

( 編入 ) １名

６５５名

１名

２，１４７名

１名
２，６５３名

●神戸女学院大学大学院 入学定員 入学者数 収容定員 在籍学生数

文学研究科

英文学専攻 博士前期課程 １３名 ６名 ２６名 ２４名

博士後期課程 ２名 １名 ６名 １名

社会学専攻 修士課程（募集停止） ５名 ０名 １０名 ３名

比較文化学専攻 博士前期課程 ５名 １名 １０名 ８名

博士後期課程 ２名 １名 ６名 ２名

計 ２７名 ９名 ５８名 ３８名

人間科学研究科

人間科学専攻 博士前期課程 １０名 ９名 ２０名 １９名

博士後期課程 ２名 １名 ６名 ２名

計 １２名 １０名 ２６名 ２１名

音楽研究科

音楽芸術表現専攻 修士課程 ７名 ７名 １４名 １４名

大学院　計 ４６名 ２６名 ９８名 ７３名

２０１２年５月１日現在

●神戸女学院中高部 入学定員 入学者数 収容定員 在籍学生数

中学部 １３５名 １４２名 ４０５名 ４２０名

高等学部　全日制課程　普通科 ー　 　ー ※ ４０５名 ４２９名

中高部　計 １３５名 １４２名 ８１０名 ８４９名

※１　２０１２年度より総合文化学科の入学定員を１８０名から２００名に増員

※２　２０１２年度より音楽学科の一年次入学定員を４７名から４６名とし、 編入学定員を１名に変更

※３　２０１１年度より心理 ・ 行動科学科の入学定員を８０名から９０名に増員

※　高等学部は内部進学者のみ
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●　在籍者数推移

神戸女学院大学大学院・修士 ･ 博士前期課程

２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

文学研究科 ２６ ２２ ３３ ４２ ３５

人間科学研究科 １８ ２５ ２１ １８ １９

音楽研究科 １５ １４ １４ １４ １４

計 ５９ ６１ ６８ ７４ ６８

神戸女学院大学

２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

文学部 １，６２０ １，６５１ １，６７９ １，６５６ １，６５３

音楽学部 ２１４ ２１３ ２１１ ２１２ ２０５

人間科学部 ７６４ ７８６ ７７２ ７７５ ７９５

計 (A) ２，５９８ ２，６５０ ２，６６２ ２，６４３ ２，６５３

定員 (B) ２，０６８ ２，０７８ ２，０８８ ２，１０８ ２，１４８

(A) ／ (B) １．２６ １．２８ １．２７ １．２５ １．２４

神戸女学院大学大学院　博士後期課程

２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

文学研究科 １５ １５ １０ ５ ３

人間科学研究科 ２ １ １ １ ２

計 １７ １６ １１ ６ ５

神戸女学院中高部

２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

中学部 ４４６ ４３６ ４３６ ４２３ ４２０

高等学部 ４３３ ４４０ ４４１ ４３８ ４２９

計 ８７９ ８７６ ８７７ ８６１ ８４９
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6　役員 ･ 評議員に関すること

２０１２年５月１日現在

理事 定員 現員

第 1 号理事 院長 ( 理事長） 1 名 1 名 森孝一

第２号理事 学長 1 名 1 名 飯謙

第３号理事 中高部長 1 名 1 名 舩橋昭

第４号理事
めぐみ会※１推薦会員で
理事会選任

３名 ３名 橋本惠里子　伊藤良子　上紀子

第５号理事 評議員会選任 ２名 ２名 南徹弘　西澤他喜衛

第６号理事
コーポレーション※２推薦で
理事会選任

３名 ３名 原田惠子　伊藤栄子　斉藤言子

第７号理事 理事会選任学識経験者 ４名 ４名 家近正直　柴谷享一郎　安場耕一郎　吉富正夫

総数　 1 ５名 1 ５名

　監　事 ２名 ２名 秋山ひさ　澤田磐雄

評議員 定員 現員

第 1 号評議員 理事会選任学識経験者 １1 名 １1 名

石田忠範　磯部卓三　伊藤良子　松本眞千子

南徹弘　西澤他喜衛　佐藤容子　富田順治

辻毅一郎　植木龍夫　吉富正夫

第２号評議員
めぐみ会推薦会員で

評議員会選任
８名 ８名

石割初子　松本美耶子　中川玲子　中野桂子　

野木芳子　田宮孝子　転法輪真理　富川浩子

第３号評議員
理事会推薦教職員で

評議員会選任
８名 ８名

古庄高　小林哲郎　斉藤言子　林真理子

北田京子　荻欣也　井出敦子　住野秀樹

第４号評議員
コーポレーション推薦で

評議員会選任
４名 ４名 馬場美奈子　Ann B. CARY　伊吹寛子　杉浦剛

総数　　 ３１名 ３１名

※１めぐみ会 ･･･

正式名称「公益社団法人神戸女学院教育文化振興めぐみ会」は、キリストの教えに基づく神戸女学院の立学の精神を重ん

じて、その教育の振興を助成し、会員の教養を高め相互の親睦を図るとともに、社会に貢献することを目的とした組織です。

めぐみ会の主たる会員は、神戸女学院が設置した学校の卒業生です。（在校生は準会員）

※２コーポレーション ･･･

正式名称「Ｋｏｂｅ Ｃｏｌｌｅｇｅ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ」は、神戸女学院の維持管理と募金のためにアメリカ合衆国

イリノイ州シカゴに設立された財団であり、１９２０年の設立時より現在に至るまで本学院のための募金活動を続け、現

在では主に、中高部英語教員や大学客員教員の派遣、本学学生への海外インターンシップの機会提供、奨学金などの支援

を行っています。
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●　在籍教職員数

教授 准教授
専任
講師

助教
任期制
教員

特任
教授

特任
助教

客員
教員

客員
研究員

特別
客員

計

英文学科 ６ ６ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １８

総合文化学科 １５ ６ ３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２５

音楽学科 １０ １ １ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ １５

心理 ･ 行動科学科 ４ ４ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １０

環境 ･ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科 ９ ２ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １３

一般 ( 体育 ) ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

計 ４６ １９ １１ ０ ２ ０ １ ３ １ ０ ８３

２０１２年５月１日現在

教諭

高等学部 ２０

中学部 ２１

計 ４１

嘱託
事務職員

嘱託
教学職員

計

週５日 １ ０ １

週４日 １６ １１ ２７

週３日 １ ３ ４

週２日 ０ ４ ４

計 １８ １８ ３６

専任
事務職員

専任
労務職員

契約職員
( 学生寮）

計

法　人 １７ １ １ １９

大　学 ４５ ０ ２ ４７

中高部 ６ ０ ０ ６

計 ６８ １ ３ ７２

●　在籍教職員数推移

２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

大学

専任教員 ８５ ８４ ８７ ８６ ８３

非常勤講師 ３３２ ３４２ ３３３ ３４０ ３３８

大学計 ４１７ ４２６ ４２０ ４２６ ４２１

中高

専任教員 ４１ ４２ ４１ ３９ ４１

非常勤講師 １７ １９ ２３ ２４ ２３

中高計 ５８ ６１ ６４ ６３ ６４

計 ４７５ ４８７ ４８４ ４８９ ４８５

学院 専任職員※ ７３ ７１ ７０ ７２ ７２

嘱託職員 ３４ ３５ ３６ ３６ ３６

計 １０７ １０６ １０６ １０８ １０８

　※契約職員含む

7　教職員数等に関すること



神戸女学院　２０１２事業報告書

11

学
校

法
人

神
戸

女
学

院
事

務
組

織
図

ﾍ
ﾙ
ｽ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ

保
健

診
療

所
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
　

※
２

ｶ
ｳ
ﾝ
ｾ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾑ

図
書

館
(
中

高
共

用
)

史
料

室
　

※
３

視
聴

覚
セ

ン
タ

ー

　
　

(
情

報
処

理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾚ
ｸ
ﾀ
ｰ
)

学
長

室
・

Ｆ
Ｄ

セ
ン

タ
ー

･
企

画
評

価
室

課
長

　
　

(
Ｆ

Ｄ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾚ
ｸ
ﾀ
ｰ
)

　
　

(
教

職
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾚ
ｸ
ﾀ
ｰ
)

学
生

生
活

支
援

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
・

国
際

交
流

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
課

長

　
　

(
国

際
交

流
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾚ
ｸ
ﾀ
ｰ
)

　
　

(
ｶ
ｳ
ﾝ
ｾ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾑ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾚ
ｸ
ﾀ
ｰ
)

　
　

(
女

性
学

ｲ
ﾝ
ｽ
ﾃ
ｨ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾚ
ｸ
ﾀ
ｰ
)

体
 
育

 
研

 
究

 
室

チ
ャ

プ
レ

ン
室

　
※

１

学
　

生
　

寮

研
究

所
事

務
室

ﾍ
ﾙ
ｽ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
　

※
２

と
共

通

人
間

科
学

部
事

務
室

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

音
楽

学
部

事
務

室

入
学

セ
ン

タ
ー

広
報

室
　

※
４

実
線

は
事

務
組

織
系

統

太
線

は
直

轄
系

統

点
線

は
教

学
組

織
系

統

文
学

部
事

務
長

宗
教

セ
ン

タ
ー

　
※

１
と

共
通

　

学
 
長

 
室

企
画

評
価

室

大
学

事
務

長
室

情
報

処
理

セ
ン

タ
ー

大
 
学

 
事

 
務

 
長

学
　

生
　

部

入
 
 
試

 
 
部

入
 
試

 
部

 
長

人
間

科
学

部
事

務
長

教
 
 
務

 
 
部

体
 
 
 
 
育

研
　

究
　

所

文
 
学

 
部

音
楽

学
部

人
間

科
学

部

入
学

セ
ン

タ
ー

・
広

報
室

課
長

音
楽

学
部

事
務

長

文
学

部
事

務
室

女
性

学
ｲ
ﾝ
ｽ
ﾃ
ｨ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄ

院
 
長

 
室

総
 
務

 
課

中
高

部
事

務
室

中
高

部
図

書
室

広
 
報

 
室

　
※

４
と

共
通

教
 
 
務

 
 
課

学
生

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

課
長

教
 
務

 
課

 
長

教
職

セ
ン

タ
ー

総
 
務

 
部

 
長

総
 
 
務

 
 
部

経
 
 
理

 
 
部

情
報

処
理

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
課

長

ﾍ
ﾙ
ｽ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
長

大
学

チ
ャ

プ
レ

ン

図
 
書

 
館

 
長

人
間

科
学

部
長

学
 
生

 
部

 
長

経
 
理

 
部

 
長

中
 
高

 
部

 
長

学
院

チ
ャ

プ
レ

ン

大
 
 
 
 
学

 
 
 
 
長

教
 
務

 
部

 
長

研
 
究

 
所

 
長

文
学

部
長

音
楽

学
部

長

監
 
 
 
 
事

評
議

員
会

学
院

常
務

委
員

会

部
 
 
 
長

 
 
 
会

院
 
 
 
 
 
 
長

理
 
事

 
長

理
 
事

 
会

内
部

監
査

室
内

部
監

査
室

長

図
書

館

教
　

　
　

頭

史
 
 
料

 
 
室

　
※

３
と

共
通

経
 
理

 
課

施
 
設

 
課広
 
 
報

 
 
室

　
※

４
と

共
通

施
 
設

 
課

 
長

中
高

部
事

務
長

院
長

室
課

長

総
 
務

 
課

 
長

Ｆ
Ｄ

セ
ン

タ
ー

図
 
書

 
館

 
課

 
長

経
 
理

 
課

 
長



神戸女学院　２０１２事業報告書

12

8　法人の沿革

1873 年（明治 6 年）

1875 年（明治 8 年）創立

1879 年（明治 12 年）

1885 年（明治 18 年）

1891 年（明治 24 年）

1894 年（明治 27 年）

1906 年（明治 39 年）

1909 年（明治 42 年）

1919 年（大正 8 年）

1933 年（昭和 8 年）

1948 年（昭和 23 年）

1949 年（昭和 24 年）

1965 年（昭和 40 年）

1967 年（昭和 42 年）

1975 年（昭和 50 年）

1976 年（昭和 51 年）

1980 年（昭和 55 年）

1989 年（平成元年）

1990 年（平成 2 年）

1993 年（平成 5 年）

1997 年（平成 9 年）

1999 年（平成 11 年）

2000 年（平成 12 年）

米国で教育者としての経験を持っていたタル

カット、ダッドレー両宣教師は、３月に来日し、

10 月、神戸花隈村に私塾を開く。

山本通に女子寄宿学校を開校。「女學校」と呼

ばれる。英語名は Girls’ School。初代校長はタ

ルカット、舎監はダッドレーで、当初の学生数

は 26 名（寄宿生 3 名、通学生 23 名）。

校名を「英和女學校」とし、5 年制の課程を定

めカリキュラムを整備。

高等科（1 年）、および校章を定める。三つ葉

のクローバーをかたどった校章は、身体、精神、

霊魂の一致調和した完全な人格の育成をめざす

学院の理想を表現。

本格的な女子高等教育を開始、3 年制の高等科

を設ける。この頃「神戸英和女学校」と名のる。

「神戸女学院（Kobe College）」と改称。名実と

もに College（女子高等教育機関 ) となる。

教育課程を改正。また、新たに音楽科を置く。

専門学校令により「専門部（4 年制）」（当時の

女子高等教育の最高水準）設置認可。

専門部を「大学部」と改める。予科 1 年・本科

3 年を置く。

西宮市岡田山に移転。伝道者・建築家ヴォーリ

ズによってスパニッシュ・ミッション様式の校

舎が完成。現在の文学館、理学館、図書館本館、

音楽学部 1 号館、講堂・ソールチャペルを含む

総務館などは当初の建物。

学制改革により４年制の新制女子大学―「神戸

女学院大学」が認可され、文学部（英文学科、

社会学科、家政学科）を設置。

新制の音楽学科を設置。1952 年には音楽学部

の認可を受ける。

大学院文学研究科（修士課程）英文学、社会学

専攻を設置。

家政学科が独立して家政学部となる。

「創立 100 周年」を迎える。

文学部社会学科を改組して総合文化学科とす

る。

大学院の整備・充実が進む。大学院文学研究科

（修士課程）に日本文化学専攻を設置。

大学院文学研究科英文学専攻に博士後期課程を

設置。

音楽専攻科を設置。

家政学部を改組して、人間科学部人間科学科を

設置。（家政学部は募集停止）

大学院人間科学研究科（修士課程）人間科学専

攻を設置。

大学院人間科学研究科人間科学専攻に博士後期

課程を設置。

創立125周年を迎える。大学院に音楽研究科（修

士課程）音楽芸術表現専攻を設置。また大学院

文学研究科日本文化学専攻を比較文化学専攻に

改称。
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2001 年（平成 13 年）

2002 年（平成 14 年）

2004 年（平成 16 年）

2005 年（平成 17 年）

2006 年（平成 18 年）

2007 年（平成 19 年）

東京女子大学と相互に学生交流を行う特別聴講

制度を開始。

大学院文学研究科比較文化学専攻に博士後期課

程を設置。

大学院文学研究科（博士前期課程）英文学専攻

に通訳コースを設置。

人間科学部に心理・行動科学科と環境・バイオ

サイエンス学科を設置。（人間科学科は募集停

止）

音楽学部音楽学科に舞踊専攻を設置。

音楽学部音楽学科作曲専攻をミュージック・ク

リエィション専攻に改組。
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　神戸女学院では、「神戸女学院教育振興会」（1998 年 4 月発足）を組織して、寄付募集を行っ

ています。教育振興会は、本学院の教育環境を充実、発展させるための財政基盤を強固なもの

にすることを目的とし、在校生保護者、同窓生、教職員、旧教職員、役員、法人等を会員とし

て恒久的な活動を行っています。

　教育振興会へのご寄付は、次の２つの事業に活用しています。

　・岡田山キャンパス 100 周年に向けて 2008 年 5 月に策定された「神戸女学院岡田山キャン

　　パス－創建建築保存再生計画－」に沿って改修を実施するための費用の一部

　・学生生徒の奨学基金の拡充

　2012 年度は 815 件、3,431 万 2,789 円のご寄付をいただき、発足以来の累計が 14,710 件、

10 億 2,044 万 4,824 円となりました。多くの皆様に尊いご芳志をお届け頂きましたこと、厚

く御礼申し上げます。

　寄付募集については、毎年会員各位に寄付の依頼状と払込用紙を郵送しています。また、

2013 年 3 月から学校法人神戸女学院と神戸女学院大学のホームページからクレジットカード

決済による寄付金のお手続きができるようになりました。引き続き本学院に対するご支援をお

願い申し上げます。

神戸女学院教育振興会ホームページ　http://www.kobe-c.ac.jp/foundation/index.html

神戸女学院における寄付募集事業について
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Ⅱ .　事業の概要

1　大学総括

　２０１２年度は、４月４日の入学式に学部６５５

名、大学院博士前期（および修士）課程２３名、同

後期課程３名の新入生を迎えて始まり、２０１３年

３月１９日、６４２名に学士号、３４名に修士号、

１名に博士号を授与する卒業式をもって閉じられま

した。顧みて、将来に向けての議論を重ね、一定の

成果が得られた一年であったと申せます。

　まず長期計画について述べます。昨年度の本欄で

も触れましたが、大学では議論を重ね、２０１２

年４月教授会において以下の三点について決議を

しました（大学のウェブサイト http://www.kobe-c.

ac.jp/ about/vision.html をご覧ください）。

　第１点目の「英語教育の強化」については共通英

語教育研究センター設置に向けて２０１１年１０月

に設立準備室を組織し、月１～２回の頻度で教育の

主眼、学生の到達目標、望ましいカリキュラム、ス

タッフの体制等を話し合いました。結果、２０１３

年度４月に同センター開設に至りました。理事会の

ご理解をいただき、このために他大学の英語教育分

野で実績を積まれたＯＧ１名を含む２名の専任教員

を新たに招聘しました。さらに増員する予定です。

　第２点目は「リベラルアーツ教育の整備」。神戸

女学院では建学以来、一つの領域や資格に限定され

ず、さまざまな場でそれぞれの事情に応じた活動の

できる汎用性の高い人を送り出したいとの願いのも

と、リベラルアーツ教育を大切にしております。し

かしわが国の大学制度や学部・学科間の壁など制

約もあり、実効を得にくい現実もありました。本学

では現在でも他学科の科目を履修できますが、単発

的な学修に留まらざるをえず、改善が期待されてい

ました。２０１２年春の教授会研修会で能動的・自

発的な学修に対する中央教育審議会等の提言を分析

し、その後、教務委員会を中心に次世代の教育課程

の検討を開始しました。そうして２０１４年度入学

生から適用の「リベラルアーツ＆サイエンスプログ

ラム」をまとめ、２０１３年２月の学務委員会およ

び教授会で決定しました。この制度により、学生は

入学後に関心を懐いた他学科の研究分野を体系的に

（２０単位以上）学ぶことができます。このコース

の修了については、当人の成績証明書に明記する予

定です。

　第３点目として、これら自発的な学修を支援する

環境の充実をあげます。年度内に着手した一つが図

書館（主に新館）のラーニングコモンズ化です。伝

統的に図書館は静かに書物に向かい合う場でした。

しかし社会情勢の変化により、新たなメディアを用

いた共同学習の場となる必要性が高まっています。

すでに多くの大学が図書館を情報収集基地と性格づ

け、社会的要請に沿った機能拡張を図っています。

本学も２０１３年３月に文科省の「私立大学教育研

究活性化設備整備事業」に採択され、図書館の改装

を行いました。新年度から新たな環境での学修が可

能となりました。引き続き支援体制の充実に取り組

んでまいります。

　これらの策定と並行して、ＦＤセンターと企画評

価室により、本学独自の内部質保証システムが構築

されました。これは大学基準協会の新大学評価方針

に沿ったもので、すでに二年間にわたる試行期間を

経ています。ＰＤＣＡ（企画、実行、点検、改善）

サイクルを重視したこの自己点検評価活動により、

大学の中長期的目標の実現がこれまで以上に円滑に

進むことが期待されます。本システムによる評価結

果は、本学自己点検評価マネジメントシステム（Ｄ

ＭＳ）において、学内関係者に公開されています。

　その他、大学では昨年度、ミッションステートメ

ントに合わせて３ポリシー（アドミッション、アカ

デミック、ディプロマ）を公表しましたが、今般、

各学科の３ポリシーを策定し、ウェブサイトにアッ

プしました。本学の特色をいっそう強く打ち出すよ

う努めてまいりたく存じます。
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2　中高部総括

　中高部の２０１２年度は、４月２日のＪ１（中学

部１年）オリエンテーション・デイキャンプにより

始まり、６日の中学部入学式で１４２名を、９日の

Ｓ１（高等学部１年）入学式で１４３名（プラス受

け入れ留学生２名）を迎え、その後の始業式で中高

部の学校生活がスタートしました。Ｊ在校生４２０

名、Ｓ在校生４２９名、専任教員４１名。今年度も例

年と大体同じような行事予定を滞りなく行いました。

　例年外部に対して１回の入試説明会と１回のキャ

ンパス見学会をしていたのを、今年度は２回のキャ

ンパス見学会に変えました。ヴォーリズ氏の建築設

計の理念である「真に芸術的な建築・学習空間は優

れた人格を形成する」校舎群と豊かな自然と自由で

活き活きした生徒達の表情と活動を見てもらえるの

が、一番の学校説明会であろうと考えたからです。

　またＳの修学旅行の行き先を九州に変更しまし

た。以前のＪの修学旅行のルートとあまり変わりま

せんが、長崎での自主研修の範囲を大幅に広げまし

た。

　昨年度の理事会で承認された２号館の建替えにつ

いては学院の建築委員会を何度も重ね、年度末に基

本設計が出来ました。中高部の建物は、長い間１号

館だけでしたが、１９５５年に神戸女学院８０周年

記念として２号館が建設されました。１階に３教室

と２階に生物実験室と準備室があり、次の９０周年

記念に第２体育館 ( Ｇ２) とコムセンター ( １階に

視聴覚の大教室と２階に英語のＬＬ教室 ) が建設さ

れ ( １９６４年 )、１９７３年に３号館 ( ３階建て

で、各階３教室と音楽と社会の特別教室と音楽、社

会と国語の準備室。後、阪神淡路大震災に遭いアン

ジー・クルー館に建替え )、そして１００周年記念

としてタルカット館 ( １９７９年 ) が建設されまし

た。１階に美術、書道教室、２階に家庭科３教室 ( 被

服、調理 )、３階に生物、化学、４階に物理、地学

の各教室と準備室を造りました。中高部の校舎も随

分と充実し生徒達の生活空間にもゆとりが出来まし

た。２００２年には、高校に情報科という新しい科

目が増え、アンジー・クルー館に２つのコンピュー

ター教室を増建築。以上が中高部の校舎の変遷です

が、来年度夏休みから２号館建替え工事を始め、タ

ルカット館にエレベーター設置工事、続けてコムセ

ンターの改修工事が予定されています。新２号館は

ヴォーリズ社設計の３階建てで、１階が社会科教室

と小教室兼集会室、２階には英語のＬＬ教室を２つ、

３階は多目的大ホール ( 授業、集会、クラブ活動等 )

で、２０１４年秋から使用の予定です。

　校舎が充実していくことは生徒達にも喜ばしいの

ですが、校舎が４箇所になったことにより、教科

の準備室も４つに分かれてしまい、教員同士の連

絡が少し疎遠になったことは否めません。そこで

２０１３年２月から、礼拝後に教員室で５分間の教

員連絡会を毎日持つことを始めました。新鮮な情報

交換と、毎朝教員全員が顔を会わせることで、教員

の連帯感が増せばよいと願います。

　また来年度は、森院長が中高部長を兼任され、北

田教頭が部長代行を務められます。新しい船出に天

よりの祝福を切に祈念致します。ご加祷を宜しくお

願い致します。
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3　教育・研究

　２０１３年３月２０日、大学院文学研究科の「通

訳・翻訳コース」が開設１０周年を迎えるにあたっ

ての記念プレイベントとして、アメリカ文学の翻訳

家として名高い柴田元幸先生をお招きして、普段先

生が東京大学で行っている翻訳の授業を再現してい

ただきました。学内外からの多くの来場者が見込ま

れたため予約制にしましたが、当日は実際に１５０

人の教室が一杯になる活況を呈し、先生のスリリン

グな授業を堪能することができました。

　この日のイベントのために、柴田先生にはあらか

じめ英語の翻訳課題を出していただき、参加者は事

前に自分の答案を送るという形式をとりました。課

題は Robert Lennon の“Plausible”と Russell Hoban

の“Homework”という、どちらも１ページの短い

もので、英語は比較的平易なものの、それぞれ独特

の雰囲気を持つ作品で、それをどのように日本語に

移し変えるかが腕の見せ所です。柴田先生は教壇に

立つとまず、細部にわたる丁寧なコメントを付し

た答案を一人ずつに返却し、色々な答案を抜粋した

ものをＯＨＣで写しながら重要なポイントを解説さ

れました。授業はフロアの側からの様々な質問や提

案に答える形で進められ、それによって翻訳という

ものの難しさや可能性の広がりが分かっただけでな

く、我々の言語意識が研ぎ澄まされていくのが感じ

られました。二つの課題を一通り終えた後は、翻訳

や英語一般についての様々な質問がフロアから投げ

かけられましたが、柴田先生がそれらに丁寧に答え

ておられる姿が実に印象的でした。

　この日のイベントは１時半に始まり５時に終了し

ましたが、柴田先生はその後７時から神戸で朗読会

を行うためにすぐに移動されました。このようなお

忙しい時に来ていただいて、翻訳の難しさや楽しさ

柴田元幸『翻訳教室』
at Kobe College

　２０１２年７月１５日、大学院文学研究科「通訳・

翻訳コース」が来年度に開設１０周年を迎えるのを

記念し、プレイベントとして「ジョブズの世界を訳

す」と題したシンポジウムが講堂で開催されました。

炎天下、通訳・翻訳に興味を持つ一般、学生の参加

者が多数、岡田山に集まりました。

　iPhone や iPad で世界を席巻したアップル創業者

スティーブ・ジョブズの公式伝記は日本でもベスト

セラーとなりました。日本版の訳者・井口耕二氏は

通訳・翻訳コースの非常勤講師、さらに音楽学部・

津上教授の実弟であり本学に関係の深い方です。井

口氏の基調講演では、通常の３～４倍の猛スピード

で行った翻訳作業の苦心が、ビジュアルも交えて披

露されました。原著者の執筆の遅れ、ジョブズの突

然の死など、考えられない事態が次々と起きて、超

過密スケジュールへと変わっていくさまがサスペン

ス小説のように語られました。また電子基板の色分

けの訳しかたなど、工学部出身の井口氏ならではの

専門性の高さや、ジョブズが食べたすしが「穴子」

だったのか「うなぎ」だったのか、東京の高級ホテ

ルに問い合わせたエピソードなど、事実を徹底的に

検証するプロの姿勢がひしひしと伝わってきました。

シンポジウム「ジョブズの世界を訳す」

　基調講演後、井口氏、熱烈なジョブズ・ファンで

あるアイティメディア㈱松尾公也氏と通訳・翻訳

コースの中村昌弘准教授、そして司会・田辺准教授

によるシンポジウムが行われ、Ｑ＆Ａコーナーでも

熱心な聴衆から鋭い質問が寄せられました。

　イベント終了後、出演者に飯学長を加えて座談会

を開催（「Vistas」２２号掲載）。話題は若き日のジョ

ブズの原点だったリード大学が、本学と同じリベラ

ルアーツの大学だったことにも及びました。専門人

をつくることが目的ではなく、異質なものをどう受

容し、つないでいくか、そして自分を育てるだけで

なく他者の生き方にも影響を与えるという点で、通

訳・翻訳はリベラルアーツの精神が具体化される領

域であることを再確認しました。
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KCC-JEE 前会長　D.J. サーケルソン先生来校

第二回文学部講演会「夢をあきらめないで
～夢を実現させるために～」開催

　２０１２年１２月１日、いずれも本学ＯＧである、

植田景子氏（宝塚歌劇団演出家）、三好万記子氏（料

理研究家）、谷野まりえ氏（舞台女優）を講師とし

て、文学部主催講演会をホルブルック館３０１教室

で開催しました。学生委員も含めて約６０名が参加

し、熱心に講演に耳を傾けました。また、講演終了

後には活発な質疑応答も行われました。

　昨年と同様、今年も英文学科・総合文化学科の両

学科から選出された学生委員が中心になって準備を

進めました。昨年度の「夢をあきらめさせろ？」と

はある意味対照的な「夢をあきらめないで～夢を実

現させるために～」をテーマに選び、実際に本学卒

業後に紆余曲折を経て夢を叶えた３名のＯＧを講師

として「夢を実現させるために、今なすべきこと」

について考えることになりました。

　２０１２年１１月１１日から１週間、KCC-JEE

前会長のＤ．Ｊ．サーケルソン先生が学院の来賓と

して来校されました。先生は２８年間アメリカ赤十

字に勤められた後、現在、ミネソタ大学で教鞭をと

られています。

　以前より、「神戸女学院のために何かお役に立ち

たい」というご希望をお持ちでしたが、ご多忙のた

め、なかなか機会がありませんでした。今回、幸い

にも先生を文学部のプログラムでのご講演をメイン

として学院にお迎えすることができました。

　滞在期間中、先生には総合文化学科の専門科目「メ

ディアリテラシー入門」（景山佳代子専任講師担当）

でゲストスピーカーとして話をしていただいたり、

文学部専門研究会や研究所主催のアッセンブリーア

ワーで講演をしていただいたりしました。温かく誠

実な先生のお人柄に触れて、感銘を受けた方も少な

くないことでしょう。講演の後は、教職員の方々と

懇談の時をもつことができました。

　学院主催の歓迎会や、インターンシップでお世話

くださった学生を含む学生たちとの交歓会、中高部

に KCC-JEE が派遣してくださっている先生方を含

む教職員との会合などを精力的にこなされました。

また、華道部でのいけばな体験や文楽鑑賞、タルカッ

ト先生のお墓参りと、盛りだくさんの一週間をお過

ごしいただきました。

　今回の先生の来校が、神戸女学院と KCC-JEE の

交流を一層充実させることにつながるものと思いま

す。

をきわめて具体的に知る会を開くことが出来たのは

幸いです。翻訳に携わる者やそれを志す者が大いに

勉強になっただけではなく、文学や外国語に少しで

も関心を抱く者にとって翻訳という営為がいかに大

切で有用なものであるかが分かる一日となりまし

た。

　講演は現在の女学院生たちにとって非常に啓蒙的

で有意義な内容でした。より多くの学生たちに聴講

してもらうためには、早めの広報活動が今後の課題

となりました。

　しかし、この講演会の意義は、準備期間を通して

一貫して学生主体で企画・実施をすることにもあり

ます。普段交流の機会の少ない両学科の学生たちが

意見を交換し試行錯誤を繰り返しながら徐々にひと

つとなって講演会を作り上げていく、そのプロセス

自体が非常に有益な学びの機会であったことは間違

いありません。これは教育学が専門である古庄文学

部長が当初より強く意識していたことでもありま

す。学生たちが今回の貴重な経験を今後、学内外ま

た社会に出てからも活かしていくことを願い、文学

部はこれからもこうした貴重な学びの機会を引き続

き学生たちに提供していきます。
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　２０１２年度の音楽学部定期演奏会は、昨年１２

月４日（火）午後６時３０分より兵庫県立芸術文化

センター KOBELCO 大ホールで開催されました。

　ヘンデルの「メサイア」は、神戸女学院にとって

１００年以上前から歌い継がれてきた特別な曲で

す。最近は４年に１度、オリンピックイヤーに定期

演奏会の演目として取り上げられています。

２０１２年度　音楽学部定期演奏会

　舞踊専攻第７回定期公演は、３月７日、８日に兵

庫県立芸術文化センター中ホールにて行われまし

た。今回の公演は三部構成で、まず一部の１作品目

が客員准教授のグラハム　マッケルビー先生振付に

よる UNRAFFLED LAKE でした。グラハム先生の祖

母にあたる方の若い頃の姉妹との湖での思い出を表

現した美しい作品で、１年間を通して先生の授業の

中で使われたステップを振付の中に取り入れること

によって、とてもまとまった作品に仕上がっていま

した。この作品は、２年生によって踊られました。

一部２作品目は、去年３年生、４年生によって踊ら

れました ALBUM を今年の３年生、４年生によって

リニューアルし発表いたしました。この作品を躍り

込むことによって、３年生は大きな成長を遂げたと

思います。第二部の１作品目は、舞踊専攻開設以

来、毎年１、２年生によって踊られます HERE WE 

ARE! で、今年は通常の１８名ではなく２０名での

発表となりましたので、演出や振付に手を加え、新

しい HERE WE ARE! をご覧頂けたと思います。二

部２作品目は非常勤講師の鞍掛綾子先生振付によ

る GOIYA を３年生が踊りました。先生のユニーク

な制作方法によって創られましたこの作品は、先生

が影響をお受けになられたイスラエルの音楽などを

使い、異国情緒の漂う力強い作品でした。そして第

三部は、４年生とゲストの男性ダンサー達によって

踊られました FOR TOMORROW です。この作品は、

振付者である島﨑教授が、技術的に学生という域を

超えた要求をすることを恐れずに創り上げた作品で

舞踊専攻第７回定期公演

　演奏は中村健教授指揮のもと、ソプラノ斉藤言子

教授、アルト西明美教授、テノール松本薫平准教授、

バリトン萩原寛明非常勤講師の４名のソリストが好

演し、男声合唱には神戸中央合唱団、新月会、同志

社グリークラブ他、多くの協力グループ、そして森

院長、飯学長をはじめ本学教職員の参加もあり、心

強く、誇らしくもありました。

　毎回、男声コーラスの確保が課題となっています

が、今回は大学生から８０代のベテランまで充実し

た合唱団メンバーでの演奏が実現しました。このこ

とは女学院生たちが女声パートを一層張り切って歌

う大きな刺激となりました。また、オーケストラに

は卒業生のチェンバロ下西美都、オルガン片桐聖子

両名がゲスト出演し、華を添えてくれました。

　ヘンデルの「メサイア」にはさまざまな版があ

り、前回はモーツァルト版での演奏でした。これは

管楽器が付加された版で、大きな会場を考慮しての

選択として効果がありましたが、今回はオルガンを

適所に配することにより原典版での演奏が実現しま

した。

　本年度から座席はすべて指定席となり、会場前に

長時間お並び頂くこともなくゆっくりご来場いただ

けました。今回の定期演奏会は１０００名近い来場

者を迎えることができ、盛況のうち終えることがで

きました。寒いなか足を運んでくださった皆様、演

奏を支えて下さったスタッフの皆様に心より感謝申

し上げます。
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ＥＳＤ留学生とインターナショナルハウス

　神戸女学院正門近くのキャンパス隣接地に「Kobe 

College International Students House」（インターナ

ショナルハウス）が誕生しました。建物と敷地はも

ともと個人の邸宅でしたが、学院がこれを買い受け、

海外からの留学生の寄宿舎として利用することにし

たものです。緑濃い岡田山の懐に抱かれた場所にた

たずむ建物は、個性的な外観や庭はそのまま生かし、

内部の改装工事によって、和洋いろいろの居室用プ

ライベートルーム、留学生の集えるリビング・ダイ

ニングルーム、キッチン、シャワールームなどを備

えた施設に生まれ変わり、９月２４日に開設式が行

われました。

　９月末から、さっそく本学人間科学研究科のＥＳ

Ｄ（Education for Sustainable Development、持続可

能な開発のための教育）プログラムに参加するため

にやってきた留学生５名がインターナショナルハウ

スでの生活を始めました。このプログラムは、科学

音楽系３大学連携プログラムの
取り組みについて

　東京音楽大学、昭和音楽大学との音楽系３大学連

携による教育プログラムとして、３大学をインター

ネット会議システムで繋いだ共通授業「ミュージッ

ク・コミュニケーション講座」を各大学からの配信

によって計５回実施しました。さらにその一環とし

て、８月２９日から９月１日まで東京音楽大学で３

大学学生合同の夏期セミナーを行い、講師として英

国ロンドン市バービカンセンター＆ギルドホール音

楽院からショーン・グレゴリー先生と助手のデッタ・

ダンフォード（フルート奏者）、ナターシャ・ジエ

ラジンスキ（チェロ奏者）を招聘し、クリエイティ

ブ・ラーニングのワークショップ研修を行ないまし

た。最終日には公開シンポジウム「音楽とアートで

広げるコミュニケーションの力」を開催し、１００

名近い参加者を得ました。

す。４年間の学生生活のなかで培った全てを出し切

らなければ表現し得ない作品に、学生達は勇敢に挑

みました。２日間に及ぶ公演でしたが、やはり表現

者にとっては、舞台に立ち発表することによっての

み達成されるものがあるということを今回の舞台を

通して多くの学生が感じ、この先の舞踊人生に役立

てて行くことでしょう。

　今年度の新しい取り組みとして、ギルドホール音

楽院との交換学生を実現しました。まず１０月にタ

ラ・フランクス（英国人のチェロ奏者）とイシュマ

エル・アフラ・サッキー（ガーナ人の打楽器奏者）

が来日し、本学で３日間の「音楽ワークショップ集

中研修」を行い、最終日に「子どものための音楽作

りワークショップ」を実施しました（学生３４名と

近隣の小学生３９名が参加）。２月には本学の学生

２名（３回生の廣瀬紀衣と増田明日香）と東京音楽

大学の学生１名をロンドンに派遣し、ギルドホール

音楽院のリーダーシップ・コースの実習に参加した

上で、バービカンセンターの舞台での発表（Dialogue 

Project, ２０１３年２月２５〜２７日）に加わり、

大きな成果を上げることができました。

　他に、ピアニスト仲道郁代氏の学校訪問ワーク

ショップ（９月６日、尾道市向島中央小学校）に本

学学生１２名が参加し、読売新聞等で報道されまし

た。また、年度末には本プロジェクトの平成２４年

度活動報告書を刊行し、音楽高校や音楽大学、音楽

関係機関に送付しました。



神戸女学院　２０１２事業報告書

21

神戸女学院大学第３回絵本翻訳コンクール

　多くの高校生に、課題図書の翻訳をとおして世界

の多様な文化に興味を持ってもらい、「神戸女学院

大学の翻訳」の認知度を向上させたいとの意図でス

タートした絵本翻訳コンクール。２０１２年で３年

目を迎え、継続的に取り組んで応募して下さる高校

も増えてきました。

　今年度の課題図書はアイルランドで出版された

“Olanna's Big Day”という絵本。アイルランドの国

民的祭典である聖パトリック祭を舞台に、ナイジェ

リアから移住してきた元気いっぱいの少女と、学校

のブラスバンドが力を合わせてパレードに参加する

物語です。日本全国の高校１６４校（昨年８２校）

から６５２の翻訳作品（昨年は２５２作品）が寄せ

られました。今年は初めて男子生徒から受賞者が出

るなど、関心の輪はますます広がっています。クラ

スやグループで取り組んでいる学校、学校のホーム

ページで取り組みが紹介された例など、各校のご支

持があってのことと心から感謝しています。

　和訳のクオリティもますますあがり、審査員３名

（卒業生で翻訳家・児童文学者の松岡享子氏、本学

の豊倉省子講師、田辺准教授）も選択に迷うほどの

出来栄えでした。受賞者は優秀賞が静岡雙葉高校と

県立北須磨高校、佳作が福岡中央高校、京都府立北

陵高校、県立芦屋高校の各チーム。授賞式は１０月

技術振興機構の助成を受けている事業「地域からＥ

ＳＤを推進する女性環境リーダー養成」で、アジア

各国や日本の環境問題の現状と対策を学び、日本の

先進的な市民活動による取組みの方法論を身につけ

ることを目的とした１年間の教育研修プログラムで

す。２０１０年１０月からアジア諸国の留学生を受

入れ、２０１２年度は５名の留学生を受入れました。

　居住環境、 勉学環境については、ＥＳＤ推進室や

人間科学部事務室のスタッフが留学生と密にコミュ

ニケーションをとりながら整備を進めてきました。

キャンパス隣接地に立地するおかげで、留学生の通

学がたいへん楽になったことも勉学に励む上で大き

な要素になっています。留学生たちは、ときにお

国自慢の料理の腕をふるいあったり、誕生日パー

ティーを開いたりして日本での生活をエンジョイし

つつ、ＥＳＤのための学びに打ち込んでいます。

２７日（土）、本学ＫＣＣルームに受賞者・保護者・

指導教員を招いて行われました。式では飯学長から

翻訳をとおした隣り人への思いやりについて、松岡

氏から文化のはざまに立つ翻訳という行為の重さに

ついて話がありました。最後は受賞者による作品朗

読、そして若さあふれるあいさつに一同、感動を覚

えた１日でした。

　なお、応募作が力作ぞろいであったことから、本

年からは最終選考に残った２５作品について、所属

校にその旨をお知らせする試みを行いました。最終

選考に残ったことを知った生徒・先生方から「大変

励みになった」との声が寄せられ、次年度に向けて

意欲を高めていただけたと思います。
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4　高大連携

　文部科学省のすすめている高等学校と大学との接

続において、一人ひとりの能力を伸ばすための高大

連携施策として、本学においても出張講義（大学教

員が高校に出かけ、専門分野別講義を行う）、招聘

プログラム（高校生を本学に招き、授業体験、大学

生活体験を提供する）、理学館体験プログラム（人

間科学部の研究室、理学館の実験室を体験すること

でバイオサイエンスを実感してもらう）、聴講プロ

グラム等様々な取組を実施しています。

担当学科 件数 担当教員

文学部　英文学科 １１
立石浩一、和氣節子、松尾歩、David G. McCULLOUGH、
中村昌弘、田辺希久子、奥村キャサリン

文学部　総合文化学科 １ 難波江和英

人間科学部　心理・行動科学科 １０ 國吉知子、鶴田英也、木村昌紀

人間科学部　環境 ･ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科 ２ 塩見尚史、寺嶋正明

計 ２４

実施日 担当教員 テーマ

県立西宮高等学校

８月２７日
人間科学部 
心理・行動科学科

鶴田英也 カウンセラーの話の聴き方

８月２８日
人間科学部 
環境・ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科

西田昌司
哺乳類の系統解剖－マウスの解剖実
習－

大阪信愛女学院
高等学校

１１月１日
人間科学部 
心理・行動科学科

木村昌紀
こころを伝える・理解する－コミュ
ニケーションの心理学－

１１月１日
人間科学部 
環境・ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科

横田弘文
生活排水の水質について調べてみよ
う

和歌山信愛女子短期
大学附属高等学校

１１月９日 文学部　総合文化学科 河西秀哉
神戸女学院に天皇がやって来た－象
徴天皇制形成の歴史－

金蘭会高等学校 １２月１１日
人間科学部 
心理・行動科学科

木村昌紀
こころを伝える・理解する－コミュ
ニケーションの心理学－

大阪女学院高等学校 １２月１３日
人間科学部 
心理・行動科学科

鶴田英也 カウンセラーの話の聴き方

上宮高等学校 ３月２１日 文学部　英文学科
奥村

ｷｬｻﾘﾝ
通訳とコミュニケーション

受講者数 受講科目数 合格者数

２００８年度
前期 ４ ４ ４

後期 ５ ４ ４

２００９年度
前期 ９ ４ ７

後期 １３ ７ ４

２０１０年度
前期 １５ ６ ３

後期 １ １ １

２０１１年度
前期 １３ ７ １０

後期 １２ ７ ５

２０１２年度
前期 １２ ７ １０

後期 １０ ７ ８

●出張講義実施状況

●招聘プログラム実施状況

●聴講プログラム実施状況（神戸女学院高等学部対象）
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日程 担当教員 講義テーマ 参加者

環
境
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

高校教員対象
　サイエンス体験

８月１日 寺嶋正明 分子の大きさに基づく生体分子の分離精製 9 名

サイエンス体験

８月２日
西田昌司

個性豊かな細胞たち
－からだをつくる細胞を染め分けてみよう－

21 名

横田弘文 家庭排水の水質を調べてみよう 13 名

８月２５日
野嵜玲児 どんぐりの秘密　－森の樹木の世界を知ろう－ 16 名

塩見尚史 微生物をもっと知ろう 15 名

理学館体験

６月２３日

野嵜玲児 学科説明会・施設見学会

31 名

９月１７日 48 名

１２月８日 16 名

３月２３日 20 名

県立西宮高校
高大連携

１１月５日 出口　弘
情報科学入門　－コンピューターの基本原理に触
れて、パズルを解いてみよう！－

1 名

１１月９日 遠藤知二 なぜ生物多様性を守るのか 1 名

１１月１９日 中川徹夫
環境に優しいマイクロスケール実験　－ルシャト
リエの原理をマイクロスケール実験で学ぼう－

6 名

１１月２６日 張野宏也 化学物質による水環境汚染 5 名

動物実験講習会 
( マウスの年間使用匹
数 ： 95 匹 )

６月９日

西田昌司

20 名

６月１６日 18 名

８月２８日 9 名

１２月１日 19 名

１２月８日 19 名

オープンキャンパス

第 4 回公開プレゼンテー
ション 
－地域創りリーダ－養成
プログラム活動報告会－

８月５日
小林知博
張野宏也

みんなで楽しく農体験♪
　－ Let's 収穫 Let's est －

43 名まなんで、 あそぼう、 水のこと－ in 甲山
学んで、 探そう、 植物のこと　in 神戸女学院大学

みんなで楽しく農体験♪
　－ Let's 収穫 Let's est － Cooking ♪

●体験プログラム実施状況
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5　地域貢献

　春季公開講座　笑い

第１回 ６月１６日
笑う―外に出す・言葉にする・体験に基づく知識―

125 名
岩田泰夫（文学部総合文化学科教授）

第２回 ６月２３日
笑いの思想・笑いの文学

175 名
大橋完太郎（文学部総合文化学科専任講師）

第３回 ６月３０日
笑いと健康―心理学の研究から―

200 名
小林知博（人間科学部心理・行動科学科准教授）

【延べ参加人数　500 名】

　秋季公開講座　メディアとコミュニケーション

第１回 １１月１７日
コミュニケーション―出会い。岡田山キャンパスを想うあるアメリカ人。

44 名
内藤　能氏（近畿大学文芸学部教授）

第２回 １１月２４日
災厄・映像・文学　９・１１と 11 年の持続

74 名
高村峰生（文学部英文学科専任講師）

第３回 １２月１日
メディアと‘事実’

77 名
景山佳代子（文学部総合文化学科専任講師）

【延べ参加人数　195 名】

　女性学インスティチュート主催　連続セミナー　文学の中の女　－歩く女－

第１回 ５月２５日
浮遊する日系少女

吉田純子氏（元文学部英文学科教授）

第２回 ６月１日
越境する言葉と身体－多和田葉子をめぐって

孟　真理（文学部総合文化学科教授）

第３回 ６月８日
阿仏尼『十六夜日記』の世界

藏中さやか（文学部総合文化学科教授）

第４回 ６月１５日
モダンガール、歩く

飯田祐子（文学部総合文化学科教授）

【受講者 25 名　修了証交付 13 名】

　大学研究所主催　講演会

６月２９日
岡田山キャンパスの自然－大学キャンパスの自然誌－

110 名
　　　　野嵜玲児（人間科学部環境・バイオサイエンス学科教授 )

１１月１６日
KCC-JEE と神戸女学院

60 名
　　　　David Therkelsen 氏 （KCC-JEE 前会長 )

【延べ参加人数　約 170 名】

　女性学インスティチュート主催　特別講演会

４月２７日
三美神をめぐって

濱下昌宏（本学名誉教授）

【参加人数　約 120 名】

　女性学インスティチュート主催　学外講演会　　　　　　　　　　　　　　於：西宮市大学交流センター

第１回 １０月９日
バイリンガルの子どもたちによる、会話の理解と認知の発達について

19 名
松尾　歩（文学部英文学科准教授）

第２回 １０月２４日
近代に女性天皇が排除されたのはなぜ？

15 名
河西秀哉　（文学部総合文化学科専任講師）

【延べ参加人数　34 名】
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　宗教センターアッセンブリーアワー　金曜日公開プログラム

４月２０日
さんびかを歌おう♪

110 名
斉藤言子（音楽学部教授）

５月１８日

モーツァルテウム＆神戸女学院大学フレンドシップコンサート

260 名

Poul Roczek 氏（ヴァイオリン　モーツァルテウム音楽大学教授）

Clemens Gordon 氏（ヴィオラ　モーツァルテウム音楽大学）
Hannah Vinzens 氏（チェロ　モーツァルテウム音楽大学）
辻井　淳（ヴァイオリン　音楽学部准教授）
佐々由佳里（ピアノ　音楽学部教授）

６月１５日
ESD 学生研究発表会

50 名
大学院　人間科学研究科

６月２２日
オルガンコンサート

160 名片桐聖子 ( 学院オルガニスト・日本基督教団神戸教会オルガニスト・本学卒業生 )
前田直子 ( 学院オルガニスト・日本基督教団豊中教会オルガニスト・本学卒業生 )

７月２７日
礼拝

23 名
松田　央（大学チャプレン・文学部総合文化学科教授）

９月２８日
礼拝

36 名
飯　謙（学院チャプレン・学長）

１０月５日
卒業生によるコンサート

110 名山田愛子氏（メゾ・ソプラノ）

三浦夏実氏（ピアノ）

１１月９日
宗教音楽の会

90 名
大学院　音楽研究科１年

１２月７日
クリスマスオルガンコンサート

150 名西山聡子 ( 学院オルガニスト・日本基督教団大阪教会オルガニスト・本学卒業生 )
追中宏美（日本基督教団須磨教会オルガニスト・本学卒業生）

１２月１４日
キャロルを歌おう♪

80 名
斉藤言子（音楽学部教授）

2013 年
１月１１日

新年礼拝
50 名

中野敬一（チャプレン・文学部総合文化学科准教授）

１月１８日
特別講演会

60 名
Graham F.McKELVIE（音楽学部客員准教授）

【登録人数 190 名、延べ参加人数　1,179 名】

　文学部主催　講演会

７月１５日
ジョブズの世界を訳す
　　井口耕二氏（翻訳者・文学研究科非常勤講師）

153 名

１２月１日

夢をあきらめないで～夢をかなえるために～
　　植田景子氏（宝塚歌劇団演出家・本学卒業生）

　　三好万記子氏（料理研究家・本学卒業生）

　　谷野まりえ氏（舞台女優・本学卒業生）

60 名

2013 年
３月２０日

柴田元幸『翻訳教室』at Kobe College
　　柴田元幸氏（東京大学大学院教授・アメリカ文学研究者）

150 名

【参加人数　363 名】

　音楽学部・兵庫県少子対策本部主催　まちの寺子屋師範塾「子どもと音楽」

第１回 １０月１１日
音楽の中に見る子供の心

田中修二（音楽学部教授）

第２回 １０月１８日
音楽による発達障害の子育て支援　ー講演とミニコンサートⅠ－

中村　健（音楽学部教授）
ゲスト：中村　徹氏

第３回 １０月２５日
音楽による発達障害の子育て支援　ー講演とミニコンサートⅡ－

中村　健（音楽学部教授）
ゲスト：中村　徹氏

【参加人数　15 名】
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　人間科学部　心理相談室主催　　

日程 担当教員 講義テーマ 参加者

アウトリーチ活動

６月７日 石谷真一 コンサルテーション （常光寺幼稚園）

１０月２５日 小林哲郎 講演 「学校と保護者のよりよい関係を目指して」 （今津小学校） 約 50 名

１２月７日 小林哲郎 講演「学校と保護者のよりよい関係を目指して」（県立西宮高校） 約 50 名

心相ウィーク
（講演会）

８月１日 須藤春佳
講演会 「友人関係の喜びとむずかしさ 
　～児童期から思春期の発達課題と友人関係～」

約 60 名

シンポジウム ３月２日 水田一郎

「思春期 ・ 青年期の攻撃性とコミュニケーション
　～キレること ・ 悩むこと～」 
藤田 博康氏 （帝塚山学院大学大学院教授 ・ 臨床心理士 ・ 家
族心理士 （元家庭裁判所調査官））

約 80 名

【延べ参加人数　約 240 名】

　音楽学部主催　音楽学部コンサート

４月１９日 ２０１２年度　神戸女学院大学音楽学部新人演奏会 いずみホール 335 名

４月２６日
神戸女学院大学大学院音楽研究科 
第１１回　修士課程修了披露演奏会

宝塚ベガホール 188 名

６月２６日
ベガにオーケストラがやってきた！Ｖｏｌ．３
～神戸女学院大学音楽学部オーケストラ in　宝塚～
< 第１９回サマーコンサート >

宝塚ベガホール 337 名

１０月４日 第１９回　オータムコンサート
兵庫県立芸術文化センター
神戸女学院小ホール

287 名

１１月１４日
神戸女学院大学大学院音楽研究科２年生による
音の響宴　Ｖｏｌ．６

兵庫県立芸術文化センター
神戸女学院小ホール

214 名

１１月２９日
１１月３０日

１２月１日１３時
１２月１日１８時

神戸女学院大学音楽学部音楽学科舞踊専攻
第４回　卒業公演

神戸女学院大学
エミリー・ブラウン記念館
地下 2 階　スタジオＡ

117 名
105 名
120 名
121 名

１２月４日
神戸女学院大学音楽学部　2012 定期演奏会
　―Händel― 　MESSIAH

兵庫県立芸術文化センター
KOBELCO 大ホール

875 名

２０１３年
２月２５～２７日

２０１２年度卒業生　卒業演奏会 神戸女学院講堂 401 名

３月７日

３月８日
神戸女学院大学音楽学部音楽学科
舞踊専攻　第７回公演

兵庫県立芸術文化センター
阪急中ホール

492 名

540 名

【延べ入場者数　4,132 名】

　音楽学部主催　子どものための音楽作りワークショップ　

１０月２０日 第３回　音で遊ぼう！子どものための音楽作りワークショップ

【音楽学部生 27 名、近隣の子どもたち 39 名】

　音楽学部主催　子どものためのコンサート・シリーズ

７月７日
第３４回　子どものための七夕コンサート
　　　　　　　　～音で心をつなげよう～

641 名

１２月１５日
第３５回　子どものためのクリスマス・コンサート
　　　　　　　　～いろんな声をかさねてみよう！～

688 名

【延べ入場者数　1,329 名】
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　人間科学部主催・開催　　

日程 担当教員 講義テーマ 参加者

地域創りリーダ－
養成プログラム
イベント

８月１日
１１月２４日

出口　弘
鶴田英也

竹でエコっちゃおう！プロジェクト
15 名
13 名

８月１２日 
１１月１８日 
１１月１２日

小林知博
張野宏也

みんなでワクワク農体験－夏、 秋の旬ってなんだろう－

31 名

１１月１８日
出口　弘
鶴田英也

29 名

８月１８日 
１１月２６日

遠藤知二
張野宏也 見つけよう！山の季節♪

11 名

１１月１８日 遠藤知二 13 名

９月２２日
出口　弘
小林知博

自然の中で遊ぼう！みんなで作ろう！飯盒炊さん！ 6 名

１１月２５日
出口　弘
張野宏也

ケーキを作ろう！友達を作ろう！－ベジタブルをベジタベル
－

8 名

こどもサイエンス
体験教室

３月２３日 張野宏也 身近なものを用いて pH を測定してみよう 20 名

自然にふれあう
体験型環境学習 
( 西宮市立甲東小学
校３年生 )

５月１０日

野嵜玲児 「自然観察－調べよう甲東の自然－」

164 名

７月１１日 163 名

１０月１７日 168 名

１２月１２日 169 名

３月６日 169 名

尼崎フォレストの会 １２月１０日 野嵜玲児 種子採集および自然観察会 15 名

平成２４年度西宮市
生涯学習大学
｢ 宮水学園」
マスター講座
 
人と環境 ： 身の回り
からグローバルまで

５月１４日

三宅志穂

ひとが自然を理解する仕方 1 ： 日本の事例

30 名５月２８日 ひとが自然を理解する仕方 2 ： 海外の事例

６月１１日 ひとが自然を理解する仕方 3 ： 体験して学ぶ自然

６月２５日

横田弘文

身の回りの化学物質との上手な付き合い方を知る
　－化学物質の有害性と危険性－

約 50 名７月９日
身の回りの環境に目を向ける
　－西宮市に生息する野生メダカの現状－

７月２３日
身の回りの化学物質と地球環境問題との関係を知る
　－自らの二酸化炭素排出量と地球温暖化－

８月６日

張野宏也

水をとりまく環境問題 地域からグローバルまで 1 ： 命の水

約 40 名

８月２７日 水をとりまく環境問題 地域からグローバルまで 2 ： 海洋汚染

９月１０日
水をとりまく環境問題 地域からグローバルまで 3 ： 土壌およ
び地下水汚染

９月２４日
水をとりまく環境問題 地域からグローバルまで 4 ： 水処理の
最近の動向

猪名川町主催 ３月２３日 横田弘文 メダカの学校 2013in いながわ 1,000 名

シニア自然大学
５月３０日

遠藤知二
昆虫の生態と分類 25 名

６月２日 昆虫観察 25 名

朝日新聞社 ８月２５日 遠藤知二 朝日親と子の自然環境室 38 名

コープこうべ
６月２４日

遠藤知二 昆虫調査＆採集イベント
41 名

１０月２８日 23 名

【延べ参加人数　約 2,266 名】



神戸女学院　２０１２事業報告書

28

6　その他の事業

学　院 大　学

４月 新任教職員就任式

入学式、 入寮式

新入生歓迎会 ・ オリエンテーション、 登録ガイダンス

新入生対象ＩＴオリエンテーション ・ キャンパスツアー

フレッシュマンキャンプ ( 六甲セミナーハウス、 ウェスティンホテル

淡路、 南淡路ロイヤルホテル )

５月
創立者記念日墓前礼拝

愛校バザー

春季教授会研修会

大学職員ＳＤ研修会Ⅰ

６月 神戸女学院春季公開講座

家庭会大学部会総会 ・ 保護者懇談会 （本学）

保護者懇談会 ( 奈良 )

フィリピン、 アザンプション大学研修プログラム ( 本学 )

前期学生による授業評価アンケートの実施

オープンキャンパス

７月 学院リトリート

保護者懇談会 ( 福岡 )

音楽学部夏期講習会 ( 本学 )

教員免許状更新講習 （英語） （本学英文学科）

８月

夏のオープンキャンパス

夏期語学研修 （西オーストラリア大学、サセックス大学、カナダ ヨー

ク大学、 フランシュ ・ コンテ大学）

９月
Kobe College International Students 

House 開設式

大学職員ＳＤ研修会Ⅱ

オープンキャンパス

ＥＳＤ推進プログラム修了式

１０月

秋季教授会研修会

大学祭

保護者懇談会 ( 本学 ・ 第 2 学年対象 )

インド、聖ジョセフ・カレッジ・オブ・コマース学生交流プログラム ( 本

学 )

１１月
神戸女学院秋季公開講座

宗教強調週間

宗教強調週間

一般入試説明会 ( 難波 )　

保護者のための就職セミナー

後期学生による授業評価アンケートの実施 ・ 授業公開

１２月 クリスマス礼拝
IP-TOEIC 全学部 1 年生対象テスト

クリスマスオープンキャンパス

１月

２月

IP-TOEIC 全学部 2 年生 ・ 通訳プログラム受講生 ・ 英文学科 3 年

生対象テスト

卒業研究発表会

春期語学研修 （梨花女子大学、 クイーンズランド大学、 英国 ヨー

ク大学）

３月

ハラスメント防止のための教授会研修会

学位記授与式

大学職員ＳＤ研修会Ⅲ　ミニ懇話会

春のオープンキャンパス
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中高部 中高部　生徒の活動

４月

Ｊ１オリエンテーション
Ｊ１デイキャンプ (1)(2)
中学部入学式、 高等学部入学式
宗教部主催修養会 （水上隣保館訪問）
ＰＴＡ総会
春の遠足
春の子ども会 （Ｓ自治会 ・ 関学共催）

第６６回会長杯争奪卓球大会カデットの部中学２年生の部 ： 第３位 （Ｊ２生）
第２８回成田山全国競書大会：成田山賞 （Ｓ３生、Ｓ２生）、読売賞 （Ｓ２生、Ｓ１Ｂ）

５月
聖書を学ぶ会 （6,10,1,2 月の計５回）
ＰＴＡ岡田山散策会
教育実習

第１０回西宮市教育長杯カデット卓球大会 ： 準優勝 （Ｊ２生）

６月

体育祭
人権学習会
ＰＴＡ文化講演会
宗教部・自治会共催修養会 （釜ヶ崎訪問）

第１回 EF Grand Prix English Contest ： 優勝 （Ｓ１生）
兵庫県私立中学第８回英語レシテーション・コンテスト：第１位 （Ｊ３生）、第２位 （Ｊ
３生）
兵庫県私立高校第８回英語スピーチ ・ コンテスト ： 第２位 （Ｓ３生）
西宮市総合体育大会卓球大会下級生の部団体の部 ： 準優勝 （Ｊ２生５名、 Ｊ１
生５名）
平成２４年度近畿高等学校選抜テニス大会新人の部 ： 第３位 （Ｓ２生）

７月

芸術鑑賞会
ＪＳ校内大会
リーダーシップ ・ トレーニングキャンプ
宗教部主催修養会 （長島愛生園 ・ 邑久光
明園訪問）

第５６回兵庫県中学校総合体育大会テニス競技団体の部 ： 第３位 （Ｊ３生６名、
Ｊ２生４名）
第２５回大阪地区 ・ 学生いけばな競技会団体の部 ： 準優勝 （Ｓ２生６名、 Ｓ１生）
第３９回全国中学生テニス選手権大会団体の部近畿地区代表決定戦：第５位 （Ｊ
３生６名、 Ｊ２生４名）

８月
夏山登山
宗教部主催修養会 （広島訪問）
訪豪研修旅行

第３６回全国高等学校総合文化祭囲碁部門都道府県団体戦 ： 第３位 （Ｓ２生）
第７９回ＮＨＫ全国学校コンクール音楽コンクール中学校の部 ： 兵庫県教育委員
会賞 （Ｊ３生８名、 Ｊ２生１２名、 Ｊ１生１０名）
阪神ＥＳＳユニオンシナリオリーディングコンテスト ： 第１位 ： （Ｓ１生６名）
２０１２年度兵庫県合唱コンクール中学校 ・ 高等学校の部 ： 銀賞 （Ｓ２生６名、
Ｓ１生３名）
第１７回全日本高校大学生書道展 ： 書道展賞 （Ｓ２生２名）

９月
教職員研修会
文化祭
キャンパス見学会

西宮市新人大会中学校卓球大会 ： 準優勝 （Ｊ２生３名、 Ｊ１生５名）
ブリガム ・ ヤング大学ハワイ校第１４回全国高校生英語スピーチコンテスト関西
地区第二地区予選 ： 第３位 （Ｓ１生）
西宮市中学校新人大会第７回バドミントン競技大会女子団体：第２位（Ｊ２生６名）
第６１回チャーチル杯争奪全日本高等学校生英語弁論大会 ： 第６位 （Ｓ１生）
第１回クラーク・ＩＰＣ杯中学生英語暗唱コンテスト：Best Performance 賞 （Ｊ３生）

１０月

Ｓ２修学旅行、 Ｊ３小旅行
Ｓ１一泊研修
Ｊ１、 Ｊ２、 Ｓ３遠足
防災訓練

正筆会第１４回全国学生公募誌上展硬筆の部 ： 会長賞 （Ｊ３生）
西宮市市長楯争奪卓球選手権大会 ： 第３位 （Ｊ１生）
第４０回兵庫県私立学校読書感想文コンクール ： 特選 （Ｓ２生２名、 Ｊ２生）、 入
選 （Ｊ２生）、 佳作 （Ｓ２生、 Ｊ２生）
第５９回高等学校英語弁論大会 ： 第２位 （Ｓ２生）
ＳＴＵ杯高校生英語スピーチコンテスト ： 敢闘賞 （Ｓ１生）
第５７回兵庫県高等学校対抗テニス新人大会団体戦 ： 第５位 （Ｓ２生６名、 Ｓ１
生３名）

１１月

宗教強調週間
ＰＴＡ宗教講話
キャンパス見学会
秋の子ども会
人権学習会
ＰＴＡクリスマス礼拝

第４７回近畿中学生英語暗唱大会 ： 第５位 （Ｊ３生）
第２０回薫英杯女子中学生英語スピーチコンテスト大会 ： 第６位 （Ｊ３生）
ゲーンズ杯高校生英語スピーチ ・ コンテスト 2012 ： 優勝 （Ｓ２生）
第３６回兵庫県高等学校総合文化祭囲碁部門女子個人戦 ： 第２位 （Ｓ２生）
第８回英語スピーチコンテスト ： 優勝 （Ｓ１生）
第６１回チャーチル杯争奪全日本高等学校生英語弁論大会 ： 第６位 （Ｓ１生）
第９回兵庫県中学校秋季テニス大会学校対抗の部 ： 第３位 （Ｊ２生９名、 Ｊ１生）
第３２回近畿高等学校総合文化祭囲碁部門 （県男女） 団体 ： 優勝 （Ｓ２生）
税に関する書道 ： 西宮納税貯蓄組合連合会長賞 （Ｊ３生４名）
第５１回全国高等学校生徒英作文コンテスト ： 優良賞 （Ｓ３生、 Ｓ２生）

１２月
クリスマス礼拝
宗教部・自治会共催修養会 （釜ヶ崎訪問）

第５８回青少年読書感想文兵庫県コンクール ： 兵庫県知事賞 （Ｓ２生）
第１回近畿高校囲碁選手権大会個人戦女子の部 ： 第３位 （Ｓ２生）

１月
文化スポーツ賞 ・ 部長賞表彰式
中学部入試

全国私立高等学校テニス選手権女子シングルス ： ベスト１６ （Ｓ２生）
第４１回高校生英語弁論大会 ： 優秀賞 （Ｓ１生）
第５２回兵庫県私学総連合美術展中学の部 ： 奨励賞 （Ｊ３生）

２月 人権学習会

阪神ＥＳＳユニオン英語スピーチコンテスト ： 第３位 （Ｓ１生）
第５８回青少年読書感想文全国コンクール：全国学校図書館協議会長賞（Ｓ２生）
西宮市民テニス大会中学生の部：ダブルス優勝 （Ｊ３生、Ｊ２生）、ダブルス２位 （Ｊ
３生２名）、 シングルス２位 （Ｊ２生）
第２９回全国年賀はがきコンクール ： 学年優勝杯 （Ｊ１生）

３月

高等学部卒業式
ＰＴＡ常任幹事会
讃美歌コンクール
中学部卒業式

Ｊは中学部、Ｓは高等学部、数字は学年を示す
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　年次計画的に中高部のサッシ取替を実施してお

り、今回は南側・西側のサッシ 40 枚を改修しまし

た。工事の特徴として、強化ガラスを採用し、サッ

シの改修と共にクラック・浮き補修、及び外壁塗装

をおこないました。1998 年からサッシ改修を始め、

2012 年度で全ての中高部 1 号館のサッシ改修を終

えることができました。

　タルカット記念館の冷暖房の熱源は 1991 年の設

置から 20 年以上経過しており、機器の劣化に依る

故障や機器効率の低下があったため、熱源の更新を

おこないました。更新により室内環境の確保及びラ

ンニングコストの削減が期待されます。

　竣工当時から使用してきた床置き暖房用蒸気放熱

器は 79 年間使用しており、放熱器の漏水や配管の

破損が多岐にありました。また、冷房設備に於いて

も設置後 32 年経過しており、天吊の室内機には経

中高部１号館サッシ改修・壁面塗装工事

28 百万円

タルカット館冷暖房機取替工事

21 百万円

理学館空調設備及び天井材改修工事

54 百万円

7　施設・設備

　正門通学路はタクシーを含めた車両の往来が多

く、西門道路に車両を迂回させ学生・生徒の安全を

確保する必要性がありました。そのためには、西門

道路を利用する車両が相互に通行出来る幅員を確保

する必要があり、道路の拡幅工事を行いました。ま

た、理学館西側のタクシーの乗降場所に於いても、

回転場所が狭く車両の渋滞が予想されるため、回転

場所の拡幅工事を行いました。

　以前から簡易な倉庫が建っていましたが、ホルブ

ルック記念館建設にあたり施工ヤードとして敷地を

使用する必要があったため解体され、2012 年 3 月

のホルブルック館竣工時に、元の敷地に鉄骨造２階

建てを新築しました。１階は倉庫兼作業場、２階は

諸工事の際に作業員が使用出来る休憩場所を用途と

して新たに設置しました。

西門道路拡幅工事

倉庫（４）新築工事

29 百万円

38 百万円

年劣化による腐食が多く見られました。改修にあ

たっては、冷暖房器を一体化した機器を選定し、利

便性等を考慮した改修工事を実施しました。また空

調改修に合せ、天井材を不燃材料に改修しました。
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8　入試に関する状況

●　神戸女学院大学

〔２０１３年度入試概況〕

学外進学相談会

オープンキャンパスほか学校見学会　来場者数

地区 対面 資料 計

北海道 0 1 1

福井 1 1 2

静岡 3 0 3

愛知 3 0 3

京都 2 1 3

大阪 11 1 12

兵庫 6 3 9

和歌山 0 1 1

岡山 4 0 4

広島 4 1 5

徳島 2 0 2

香川 3 0 3

愛媛 1 0 1

高知 1 1 2

福岡 3 0 3

総計 44 10 54
開催日 名称 人数

6 月 23 日 オープンキャンパス 390

8 月 4 日 夏のオープンキャンパス 884

8 月 5 日 夏のオープンキャンパス 999

9 月 17 日 オープンキャンパス 621

11 月 23 日 一般入試説明会 （なんば / 難波） 32

12 月 8 日 オープンキャンパス 227

3 月 23 日 オープンキャンパス 383

総計 3,536

　今年度も昨年同様、長引く不況を色濃く反映して

学費の安い国公立大学志向、地元志向、資格重視の

傾向が続いています。全国的に見ても資格、実学を

重視した大学は志願者を増加させ、教養教育を謳っ

ている大学は減少している傾向が見られます。この

ような動向の中、本学においては入試制度を大幅に

変更していないことがさらに拍車をかけたと考えら

れますが、志願者数が昨年度比 86.6％と大幅に減

少しました。

　しかしながら各入試制度において慎重に合否判定

を実施した結果、今年度も必要想定者に近い入学者

数を確保することができました。

　受験生及び保護者の志向等を考慮に入れつつ、受

験生減少に歯止めがかかるよう次年度以降も積極的

に学生募集活動をおこない、安定的な入学者を確保

するよう努めます。

対面 ･･･ 各会場に本学ブースを設置し、スタッフに

　　　　よる相談を実施

資料 ･･･ 会場において本学資料を配布
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京都
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大阪
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兵庫9
26

鳥取

20
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岡山

20
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香川

15
39

徳島
25
46

愛媛

1
1

沖縄

7
20

高知

4
7

島根

23
51

広島3
11

山口

16
45

福岡

5
12

大分

2
3

宮崎
13
28

熊本
4
18

長崎

4
23

鹿児島

2
4

佐賀

36
84

和歌山

0
3

岐阜

601
1,444

兵庫

1,342
3,297

全体

9
29

高認・その他※

※高認・その他は全体の内数です。

………都道府県名

………合格者数

………志願者数

北海道
青　森
岩　手
秋　田
宮　城
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京

神奈川
新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀
京　都

大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知

福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

その他
合　計

都道府県名 在籍者数 都道府県名 在籍者数 都道府県名 在籍者数 都道府県名 在籍者数

●都道府県別  在籍者数（ 2 0 1 3 年 4 月現在）

22
0
0
3
10
0
1
7
4
7
1
2
8

3
5
11
10
12
0
8
6
18
40
18
14
66

679
1,168
70
64
19
10
64
34
16
23
36
18
19

32
2
15
13
7
7
10
2

18
2,602

志願者数 受験者数 合格者数 実質競争率

一般入学試験 ・ 前期Ａ日程 688 684 266 2.6 

一般入学試験 ・ 前期Ｂ日程 591 583 208 2.8 

一般入学試験 ・ 前期Ｃ日程 454 309 123 2.5 

一般入学試験前期Ｄ日程
センター１科目型 249 166 70 2.4 

センター２科目型 138 77 37 2.1 

大学入試センター試験を
利用する入学試験

２科目型 181 181 89 2.0 

３科目型 144 144 71 2.0 

４科目型 55 55 37 1.5 

一般入学試験 ・ 後期日程 174 167 51 3.3 

公募制推薦入学試験 350 347 127 2.7 

ＡＯ入学試験 23 23 18 1.3 

帰国子女入学試験 3 3 3 1.0 

社会人入学試験 0 － － －

外国人留学生入学試験 0 － － －

編入学試験 0 － － －

指定校制推薦入学試験は除く

入試制度別状況

都道府県別志願者数・合格者数
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２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度

志願者数 ３，６６０ ３，５７３ ３，８１６ ３，８２５ ３，２９７

合格者数 １，２５３ １，２７８ １，４０５ １，３８８ １，３４２

入学者数 ６８７ ６５１ ６２９ ６５５ ６２３

２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度

志願者数 ６４ ５５ ４６ ４８ ４０

合格者数 ３６ ３５ ３４ ２５ ２５

入学者数 ３２ ３２ ３２ ２３ ２３

２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度

志願者数 ５ ２ １ ４ ３

合格者数 ５ ２ ０ ３ ２

入学者数 ５ ２ ０ ３ ２

２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度

志願者数 ２７８ ２５７ ２６０                                         ２７７                                         ２５７

合格者数 １５８ １５７ １５０ １５３ １５３

入学者数 １４３ １４４ １３６ １４２ １４１

●　神戸女学院大学大学院

●　神戸女学院中高部

修士 ･ 博士前期課程

２０１２年度　編入学試験で音楽学部１名入学

博士後期課程

中学部

高等学部　全日制課程　普通科　　募集なし



神戸女学院　２０１２事業報告書

34

9　留学に関する状況

●　神戸女学院大学・大学院

〔２０１２年度留学概況〕

　本学の教育理念の一つである「国際理解の精神」

の涵養を目指し、２０１２年度は「学生の海外派遣」

「留学生の本学受入れ」「キャンパスでできる国際交

流」を中心に国際交流事業を展開するとともに、海

外大学との新たな協定並びにプログラムの開発に取

り組んでまいりました。

　２０１２年度「学生の海外派遣」としては、夏期

に学生から要望の高かった行先であるカナダ（ヨー

ク大学）と、英語圏のみならず各国語のニーズにも

対応するため、前年度の中国に引き続き、春期には

韓国（梨花女子大学）への語学研修を、新たに企画・

実施しました。

　また、中期海外研修のカリフォルニア大学アーバ

イン校とクイーンズランド大学については、参加学

生が前年度の２名から２０１２年度は１４名とな

り、人数を大幅に伸ばすことができましたが、本プ

ログラムの学生の人気と認知が高まってきているこ

とが伺えます。

　「留学生の本学受入れ」では、受入れ環境をより

充実させるため、従来の海外からの留学生に英語で

提供する日本文化を学ぶ“Introduction to Japanese 

Culture”と日本の現代事情を学ぶ“Current Issues 

in Japan”の正規の授業２科目に加え、留学生が希

望する先生・科目・言語を自由に選択し、マンツー

マンで授業が受けられる“Tutorial for Exchange 

Student”を国際交流センターで新たに開講しまし

た。

　また、海外の大学からの学生グループの短期滞在

受入も積極的に取り込み、「キャンパスでできる国

際交流」の機会を広げることを意図し、新たなプロ

グラムへの対応や規模の増強をはかりました。４月

には、外務省による２１世紀東アジア青少年大交流

計画（JENESYS Program）を通じて、フィリピンか

ら２５名の学生を受入れ、本学学生宅へのホームス

テイ、交流会並びに環境に関するディスカッション

のプログラムを実施しました。それ以降も、５月に

は、前年度までは中止されていたワイオミング大学

（アメリカ）オナープログラムとモーツァルテウム

大学（オーストリア）、６月はアサンプションカレッ

ジ（フィリピン）、１０月はセントジョセフカレッ

ジ（インド）、１１月はミリアムカレッジ（フィリ

ピン）と、年間を通じ多くの海外からの学生を本学

に招くことが出来ました。

　上記モーツァルテウム大学、アサンプションカ

レッジ及びセントジョセフカレッジと本学との交流

は、これまで主に音楽学部と文学部の教員が担当し

実施されてきましたが、２０１２年度は、それらを

ベースとし、今後のさらなる交流を促進する大学間

協定の調印へと結びつけることが出来ました。

　加えて、海外の大学との新規協定では、２０１２

年度は、新たに、イースト・アングリア大学（イギ

リス）との間で交換留学協定を締結しました。次年

度より、双方の学生派遣、受入がスタートする予定

です。

　「キャンパスでできる国際交流」を目的としたプ

ログラムには、留学生をサポートしながら交流を深

める留学生バディ制度、ホストファミリー登録制度、

外国人留学生たちとの交流会（歓送迎会や留学生バ

ディ主催のクリスマスパーティ）、夏期休暇中にオッ

クスフォード大学・ケンブリッジ大学（英国）の学

生を講師に招いての英語合宿や、国際交流フェアで

の韓国・アメリカからの留学生たちと韓国語、英語

で交流する K-zone、E-zone（英文学科のプログラム

を国際交流フェアでも実施）などが挙げられます。

　キャンパス内における語学教育面でのサポートと

しては、留学準備を目的とした学内での TOEFL テ

ストの実施、留学説明会や国際交流フェア、K-CLIP

の留学生ブログ等により、海外派遣プログラムへの

関心を喚起し、定期的に情報提供を行っています。

　今後もより充実した国際交流プログラム提供し、

学生達が「国際理解の精神」を体得できるよう国際

交流事業を実施してまいります。
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語学研修

大学名 国名 人数

夏期 ： ヨーク大学 カナダ １７

夏期 ： 西オーストラリア大学 オーストラリア ９

夏期 ： サセックス大学 イギリス １４

夏期 ： フランシュ ・ コンテ大学 フランス １５

春期 ： クイーンズランド大学 オーストラリア １３

春期 ： ヨーク大学 イギリス ９

春期 ： 梨花女子大学 韓国 ７

国別集計

カナダ １７

オーストラリア ２２

イギリス ２３

フランス １５

韓国 ７

計 ８４

本学から海外へ 総計 １１５

中期海外研修

大学名 国名 人数 期間

カリフォルニア大学アーバイン校 アメリカ ９ ７ヶ月

クイーンズランド大学 オーストラリア ５ ７ヶ月

計 １４

中期英語留学

大学名 国名 人数 期間

チャタム大学 アメリカ ６ ７ヶ月

計 ６

認定留学

大学名 国名 人数 期間

ニューカッスル大学 イギリス ３ １年

計 ３

派遣留学

大学名 国名 人数 期間

ロックフォード大学 アメリカ １ １年

梨花女子大学 韓国 ２ １年

徳成女子大学 韓国 ３ ５ヶ月

ミリアム大学 フィリピン ２ ５ヶ月

国別集計

アメリカ １

韓国 ５

フィリピン ２

計 ８

本学から海外へ
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海外から本学へ

プログラム 大学名 国名 人数 期間 備考

交換留学
徳成女子大学 韓国 ３ 半年

総合文化学科３名 （前期２名 ・ 後
期１名）

広東外語外貿大学 中国 １ １年 文学研究科１名

科学技術
振興調整

費による受
入

華南師範大学 中国 ２ １年 人間科学研究科 
「地域からＥＳＤを推進する女性
環境リーダー育成プログラム」
による受入

ミリアム大学 フィリピン １ １年

ダナン工科大学 ベトナム １ １年

サムラトランギ大学 インドネシア １ １年

長期受入
国別集計

中国 ３

韓国 ３

フィリピン １

ベトナム １

インドネシア １

計 ９

大学名 国名 人数 期間 備考

ＪＬＣＰ ミリアム大学 フィリピン ６ １５日

ＳＪＣＣ セントジョセフ ・ カレッジ ・ オ
ブ ・ コマース インド ４ ９日

ＨＯＮＯＲ ワイオミング大学 アメリカ １４ ２１日

アサンプションカレッジ フィリピン ７ ９日

ＪＥＮＥＳＹＳ フィリピン ２５ ３日

モーツァルテウム大学 オーストリア ３ １０日

ESD ワーク
ショップ ：
地域に根ざ
した学生の
活動

梨花女子大学 韓国 ６ ３日

短期受入 計 ６５

海外から本学へ 総計 ７４

本学から海外へ

海外から本学へ

●　神戸女学院高等学部

公認留学

学校名 国名 人数 期間

Kent School

アメリカ ４

１年

Lake Region High School １年

Neenah High School １年

Juan Diego Catholic High School １年

Methodist Ladies' College オーストラリア １ １年

計 ５

国名 人数 期間

オーストラリア １ ３ヶ月

スウェーデン １ １年

計 ２
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10　卒業、修了、満期退学、博士学位授与の状況

●　神戸女学院大学

●　神戸女学院大学大学院

修士 ･ 博士前期課程

博士後期課程

●　神戸女学院中高部

博士学位授与博士後期満期退学

文学部 音楽学部 人間科学部

計
英文学科

総合文化
学科

音楽学科

人間科学科
心理 ・ 行動

科学科
環境 ・ ﾊﾞｲｵ
ｻｲｴﾝｽ学科

人間行動
科学専攻

人間環境
科学専攻

２００８年 １６４ ２２８ ４９ ８ ー ７８ ９１ ６１８

２００９年 １４７ ２１８ ５５ ２ ー １０９ ８３ ６１４

２０１０年 １６２ ２２０ ５１ １ ー ９８ ９５ ６２７

２０１１年 １７７ ２２５ ４９ ー ー ９１ ８１ ６２３

２０１２年 １８６ ２２７ ５０ ー ー ９８ ９１ ６５２

文学研究科 音楽研究科 人間科学研究科

計
英文学専攻 社会学専攻

日本文化学
専攻

比較文化学
専攻

音楽芸術
表現専攻

人間科学専攻

２００８年 ７ ２ ４ ７ ６ ２６

２００９年 ２ ー ４ ７ １２ ２５

２０１０年 ６ １ １ ４ １２ ２４

２０１１年 １２ １ １ ７ ８ ２９

２０１２年 １２ ３ ２ ７ １０ ３４

文学研究科
人間科学
研究科

計
英文学
専攻

比較文化
学専攻

人間科学
専攻

２００８年 ３ ２ １ ６

２００９年 １ ４ ー ５

２０１０年 ２ ２ ー ４

２０１１年 １ ３ ー ４

２０１２年 ー ー １ １

博士後期課程設置当初からの累計 ５ １ １２

中学部

２００８年 １５２

２００９年 １４２

２０１０年 １４９

２０１１年 １４３

２０１２年 １４２

高等学部

２００８年 １４１

２００９年 １３８

２０１０年 １４７

２０１１年 １４９

２０１２年 １３９

文学研究科
人間科学
研究科

計
英文学
専攻

比較文化
学専攻

人間科学
専攻

２００８年 ー ー ー ー

２００９年 ー ー １ １

２０１０年 １ ー １ ２

２０１１年 ー ー ２ ２

２０１２年 ー １ ー １

２０１０年度以降については前期末 （翌年９月） 卒業を含まない

２００８年度 （人間科学部） からは学科改編後の卒業生数

２０１０年度以降については前期末 （翌年９月） 卒業を含まない
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11　就職・進学状況等

●　神戸女学院大学

〔２０１２年度就職概況〕

　今年度の卒業生の就職活動で特筆すべきことは、

この学年の３年次から日本経団連の「採用選考に関

する企業の倫理憲章」が改定され、就職環境が大き

く変化したことです。２０１３年４月の採用から、

企業の採用選考の広報活動開始が３年次の１２月１

日と、以前より２か月遅くなりました。しかし、面

接など採用選考活動は従来通り翌年４月１日から

で、変更がなかったため、スケジュールが非常にタ

イトで、助走期間がない短期決戦の形になりました。

１２月１日のスタートまでにどれだけ準備を進めて

きたかが、学生個々の活動や選考状況に後あと大き

く影響することから、キャリアセンターでも、筆記

試験対策、自己分析など事前準備を怠らないよう呼

びかけてきました。

　スタートが２か月遅くなったことで、企業側から

は企業研究が甘くなったとの声があります。実際本

学でも、自己分析や企業研究に充分な時間がかけら

れず、エントリーシート（ＥＳ）が通過しない、自

己ＰＲや志望動機をうまく伝えることができないと

いった相談が相次ぎました。キャリアセンターでは、

カウンセラーやスタッフによる個別面談、ＥＳ添削、

面接対策などに重点を置くとともに、お薦めの求人

や企業情報をメールマガジンでその都度紹介し、き

め細かいサポートを強化してきました。

　今年の卒業生の就職内定率は９６．７％で、リー

マンショック前には及びませんでしたが、ここ最近

では一番高い数字となりました。景気は回復傾向で

企業の採用意欲も高まっていますが、厳選採用には

変わりありません。この数字は厳しい就職状況の中、

学生達が健闘した結果だと評価しています。

　決定先の業界は、金融の１９．６％を筆頭に、卸

売・小売、製造、サービス、教育 ・ 学習支援業と続

いています。今年度、本学で特に内定者が増えたの

は航空と公務員です。航空業界は例年一定数の希望

者がありますが、今年度からＪＡＬが採用を再開し

たこともあり、ＡＮＡや外資を併せて２２名（客室

乗務員５名、グランドスタッフ１７名）の内定者を

得ました。またこれまで少数派だった公務員も、経

済状況を反映してかチャレンジする学生が増え、８

名の内定者がありました。結果が出なかった場合も、

卒業後引き続き受験準備に励む者が多くなっていま

す。

　決定先企業の規模別では、従業員 1,000 人以上の

大企業に就職する割合が３９．２％と、例年をかな

り上回りました。

　コース別については、一般職の求人が減少する中、

総合職を目指す学生が徐々にですが増えています。

中でも、大手総合商社と大手広告代理店に各１名の

内定者があったこと、卒業生が多く活躍している大

手空調メーカーに学部生５名、大学院生１名の合計

６名が内定を得たことなどは、ビッグニュースと言

えます。

　１２月スタート、翌４月選考開始のスケジュール

２年目となった今年度の３年生については、５月初

旬に就職ガイダンスを開始し、キャリアセンターの

サポートプログラムも前倒しにしました。プログラ

ムの内容も、自ら考え動く機会を増やせるよう、マ

スでの講義にもグループワークをできるだけ取り入

れ、少人数でのプログラムも増やし、より実践的な

方向へと移行させています。また学生個々の意欲に

応じたサポートの必要性から、３年生対象の「ＫＣ

キャリア塾」、２年生対象の「ＫＣプレ就活セミナー」

も始めました。

　就職内定率はある程度回復した今年度でしたが、

学科別では就職希望者数の割合にまだ差がありま

す。厳しい状況の中でも、学生が就職を最後まで諦

めない、またスタッフが学生を諦めさせない face 

to face のサポートをより強化することで、次年度

も引き続き、１人でも多くの学生が希望する進路を

実現できるよう、大学を挙げてサポートしていきま

す。
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●他学年対象キャリア支援プログラム実施状況

学年不問

7 月 27 金
エアラインセミナー

公務員ガイダンス①

10 月 20 土 学内 OG 訪問会①

11 月 16 金 留学と就職

12 月 8 土 学内 OG 訪問会②

1 月 22 火 公務員ガイダンス②

２年生対象

12 月 7 金 進路ガイダンス①

1 月 11 金 進路ガイダンス②

１年生対象

7 月 6 金 キャリアガイダンス①

10 月 5 金 キャリアガイダンス②

●３年生対象キャリア支援プログラム実施状況

就職ガイダンス ・ セミナー

４
月

20 金 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ： 基礎編

27 金 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ： 就職ナビ活用編

５
月

11 金 就職ガイダンス①

18 金 就職ガイダンス②

25 金 就職ガイダンス③

６
月

1 金 就職試験対策セミナー

8 金 就職ガイダンス ： 特別セミナー

15 金 自己分析講座①　

16 土 第 1 回 SPI 模擬試験

22 金 自己分析講座②　

29 金 職種研究講座①

７
月

6 金 職種研究講座②

13 金 職種研究講座③

20 金 就職マナー講座

８
月

3 金
6 ～ 9

SPI 集中対策講座　【有料】

９
月

18 ～ 20 自己分析 ・ 文章力アップ講座　【有料】

21 金 第 2 回 SPI 模擬試験　【有料】

25 火 業界研究講座①

28 金 業界研究講座②

10
月

5 金 業界研究講座③

19 金 業界研究講座④

11
月

2 金 企業研究講座①

9 金 企業研究講座②

16 金
力のある中小 ・ 中堅企業の探し方

企業研究講座 ： 番外編

17 土 SPI 数理対策講座　【有料】

20 火 業界研究セミナー ： 人材サービス

26 月 業界研究セミナー ： メーカー　食品①

27 火 業界研究セミナー ： 医療 ・ 福祉

29 木 業界研究セミナー ： 不動産

30 金
就職ガイダンス ： 就活スタート編

就職ガイダンス ： 採用担当者からのア
ドバイス

12
月

1 土 第 3 回 SPI 模擬試験　【有料】

3 月 業界研究セミナー ： 金融 （損害保険）

4 火 業界研究セミナー ： 専門商社 （中堅）

6 木 業界研究セミナー ： メーカー （電機）

7 金 エントリーシート対策講座 ： 基礎編

11 火 業界研究セミナー ： 金融 （メガバンク）

14 金 就活スタートアップセミナー①

15 土 実践マナー対策講座　【有料】

17 月 業界研究セミナー ： メーカー　食品②

18 火 業界研究セミナー ： 情報通信 （IT)

20 木 業界研究セミナー ： 金融 （信用金庫）

21 金 就活スタートアップセミナー②

22 土
エントリーシート＆面接対策講座　【有
料】

１
月

8 火 IT 業界ミニ研究会

10 木 人材業界ミニ研究会

11 金 エントリーシート対策講座 ： 完成編

15 火 業界研究セミナー ： 専門商社 （大手）

17 木 旅行業界ミニ研究会

その他

・ 秘書技能検定講座　２級、 準１級
　　　春期 ・ 夏期２回実施
・ TOEIC 対策講座　春期 ・ 夏期集中講座
・ 公務員受験対策講座　春期 ・ 夏期集中講座
・ キャリアカウンセラーによる個別面談
　　　2012 年 4 月～ 2013 年 3 月
・ 内定者による就職活動体験報告会 11 月～ 12 月

就職ガイダンス ・ セミナー ( 続き）

１
月

21 ～ 25 模擬面接講座　【有料】

22 火 業界研究セミナー ： 金融 （地方銀行）

22 ～ 24 エントリーシート対策講座

25 金 就職ガイダンス ： 直前対策編

２
月

4 ～ 8
13、 15

学内企業セミナー （５１社）

8 金 グループディスカッション ・ トレーニング

20 水 学内合同企業セミナー （１５社）

３
月

5 火 面接対策実践講座　

13 水 通るための ES ・ 面接対策講座

23 土 面接対策実践講座　【有料】
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２００８年度 ２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度

卒業生数 ６０６ ６１４ ６２５ ６１３ ６４２

希望者数 ４９３ ５０４ ４８６ ４９４ ５０９

決定者数 ４８５ ４４６ ４４０ ４４２ ４９２

進学者数 ３１ ３６ ３０ ２９ ２７

前期末卒業を含まない

業種別に記載

企業名等 企業名等 企業名等

建設業 西日本旅客鉄道 日本生命保険相互会社

竹中工務店 卸売 ・ 小売業 兵庫六甲農業協同組合 （JA 兵庫六甲）

製造業 アズワン 飲食店 ・ 宿泊業

ゴンチャロフ製菓 岩谷産業 ホテルオークラ神戸

ダイキン工業 花王カスタマーマーケティング 医療 ・ 福祉

東芝テック 住友商事マシネックス 社会医療法人愛仁会

バイエル薬品 ダイワボウ情報システム サービス業

ヤンマー 丸紅 アサツー ディ ・ ケイ

ローム 金融 ・ 保険業 インテリジェンス

情報通信 ・ 出版業 みずほフィナンシャルグループ スタッフ ・ サービス

NTT ファシリティーズ関西 三井住友銀行 セコム

山陰放送 三菱東京 UFJ 銀行 高見

運輸業 池田泉州銀行 日本中央競馬会

全日本空輸 関西アーバン銀行 日本旅行

日本航空 大和証券 郵船トラベル

ANA エアサービス東京 野村證券 官公庁

ANA エアポートサービス 東京海上日動火災保険 伊丹市

ANA 大阪空港 三井住友海上火災保険 大阪府

JAL スカイ アフラック （アメリカンファミリー生命保険会社） 神戸市

学校名 人数 学校名 人数

兵庫教育大学大学院学校教育研究科 1 同志社大学大学院神学研究科 1

鹿児島大学大学院臨床心理学研究科 1 桐朋学園大学院大学音楽研究科 1

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 1 神戸女学院大学大学院文学研究科 7

大阪大学大学院言語文化研究科 1 神戸女学院大学大学院音楽研究科 4

大阪大学大学院国際公共政策研究科 1 神戸女学院大学大学院人間科学研究科 7

和歌山大学大学院教育学研究科 1

主な就職先 ( ２０１２年度）

進学先 ( ２０１２年度）
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卒業生数 希望者数 決定者数
決定者／
希望者

進学者数
決定者／

( 卒業生ー進学者 )

英文 160 140 139 99.3% 2 88.0%

総合文化 222 191 186 97.4% 5 85.7%

音楽 49 26 25 96.2% 6 58.1%

心理 ・ 行動 84 62 61 98.4% 8 80.3%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 91 74 74 100.0% 10 91.4%

総計 606 493 485 98.4% 31 84.3%

英文 147 126 108 85.7% 7 77.1%

総合文化 218 189 163 86.2% 7 77.3%

音楽 55 26 26 100.0% 8 55.3%

心理 ・ 行動 111 91 82 90.1% 9 80.4%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 83 72 67 93.1% 5 85.9%

総計 614 504 446 88.5% 36 77.2%

英文 160 128 123 96.1% 8 80.9%

総合文化 220 182 159 87.4% 2 72.9%

音楽 51 19 16 84.2% 6 35.6%

心理 ・ 行動 99 79 72 91.1% 7 78.3%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 95 78 70 89.7% 7 79.5%

総計 625 486 440 90.5% 30 73.9%

英文 183 149 144 96.6% 5 80.9%

総合文化 224 187 179 95.7% 8 82.9%

音楽 48 23 23 100% 5 53.5%

心理 ・ 行動 96 72 69 95.8% 4 75.0%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 91 78 77 98.7% 5 89.5%

総計 642 509 492 96.7% 27 80.0%

英文 174 145 130 89.7% 4 76.5%

総合文化 222 191 170 89.0% 2 77.3%

音楽 48 25 20 80.0% 10 52.6%

心理 ・ 行動 90 68 63 92.6% 6 75.0%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 79 65 59 90.8% 7 81.9%

総計 613 494 442 89.5% 29 75.7%

年度毎の就職決定状況

２００８年度

２００９年度

２０１０年度

２０１２年度

２０１１年度

●　神戸女学院中高部　　進学状況は非公表　

備考　　前期末卒業を含まない
　　　　就職者：正規の職員・従業員、自営業主等（音楽講師等、自営とみなした者を含む）
　　　　　　　　正規の職員ではない者（雇用期間が 1 年以上かつフルタイム勤務相当の者）
　　　　進学者：大学院進学者のみ ( 海外大学院含む）
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　資金収支計算書は、学校法人における当年度の諸

活動に対応するすべての収入及び支出の内容並びに

当年度における現金・預金の収入及び支出のてん末

を明らかにすることを目的に作成している計算書類

です。

　大科目レベルの資金収支計算書は、表１のとおり

となりました。（本表では、単位未満を切捨表示し

ているため、内訳を加算したものと合計は一致しま

せん）

　２０１２年度の本学院の資金収支計算書の概要に

ついて補正後の予算と対比しながら以下に記載しま

す。

　消費収支についてみると、今年度は 87 百万円の

消費支出超過となり、翌年度繰越消費支出超過額は

8 億 86 百万円となりました。

　まず、収入の部については、在校生数に著しい変

動はなく、学生生徒等納付金は前年度並みとなりま

したが、定員管理の精度が高まったことなどから

私立大学等経常費補助金収入が増加（前年度比 43

百万円増）しました。一方で、前年度固定資産売却

により計上した資産売却差額の要因剥落により 93

百万円が減少し、帰属収入は 52 億 90 百万円（前

年度比 45 百万円減）となりました。

　次に、消費支出の部については、前年度に実施し

たネットワーク・情報教育システムの更新に匹敵す

る大規模な投資がなかったため、前年度比 2 億 37

百万円減の 47 億 49 百万円と一昨年並みとなりま

した。

　その結果、帰属収支差額は 5 億 41 百万円の収入

超過となり、帰属収支差額比率についても10.2％と、

目標値である 8.0％を上回る結果となりました。

　一方、Kobe College International Students House（土

地支出 1 億 50 百万円）や倉庫（4）新築工事（建

物支出 35 百万円）、EUC クラス分けシステム ( 教育

【学生生徒等納付金収入】

　授業料や入学金などの学生生徒等納付金収入は、

予算どおりの 42 億 31 百万円となりました。

研究用ソフトウェア支出 18 百万円 ) などの設備投

資や、設備投資にかかる借入金返済（2 億 26 百万円）

を実行した結果、今年度は 6 億 28 百万円の基本金

組入が必要となり、消費収支差額は、87 百万円の

消費支出超過となりました。

　以上により、翌年度繰越消費支出超過額は 8 億

86 百万円となっていますが、２０１３年度も、中

高部２号館新築工事などの設備投資を計画してお

り、今後も更なる繰越消費支出超過が見込まれるた

め、引き続きこの解消に向けた努力を進めてまいり

ます。

　また、資金収支についてみると、収入の部は、前

年度に実施した財投機関債の売却や経営充実資金の

新規借入を今年度は実施していないため、減収とな

りました。一方、支出の部は、借入金の繰上償還額

も前年度より少額となり、また、大規模設備投資案

件のうち文学部 1 号館の改修及び中高部タルカット

館のバリアフリー化を次年度以降に延期したため、

施設関係支出、設備関係支出ともに減少し、次年

度繰越支払資金は前年度比 17 百万円増の 25 億 67

百万円となりました。

Ⅲ .　財務の概要

1　２０１２年度決算の概要

2　資金収支計算書

収入の部

【手数料収入】

　入学検定料などによる手数料収入は、２０１３年

度大学入試受験者数は減少しましたが、予算比では

3 百万円増の 89 百万円となりました。

【寄付金収入】

　本学院在校生の保護者、同窓生、企業や団体、教

職員などからの寄付による寄付金収入は、予算比 4

百万円増の 74 百万円となりました。なお、資金収

支計算書には、現預金の動きを伴わない現物寄付金

は含まれていません。

【補助金収入】

　国や地方公共団体等からの補助金収入は、私立大

学等経常費補助金の算定方法が変更された前年度実

績をベースに見積もりましたが、定員管理の精度が

高まったことなどから補助金額が増額となり、予算

比 40 百万円増の 5 億 20 百万円となりました。
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【人件費支出】

　教職員の給与・賞与や退職金の支払いによる人件

費支出は、予算どおりの 30 億 97 百万円となりま

した。

【教育研究経費支出】

　教育研究のために支出した経費は、予算比 47

百万円の減となりました。主として、消耗品費支出

や業務委託費支出の減によるものです。

【管理経費支出】

　管理経費は、予算比 7 百万円減の 2 億 89 百万円

となりました。主として、通信運搬費支出の減によ

るものです。

支出の部

【資産運用収入】

　運用資産は、前年度に引き続き、安全性を重視し

て債券等への新規投資を差し控えた運用を維持しま

したが、予算どおりの 68 百万円の収入を確保しま

した。

【資産売却収入】

　今年度は、大規模の資産売却は実施していません。

【事業収入】

　事業収入は、ほぼ予算どおりの 92 百万円となり

ました。主な内訳は、学生寮の寮費収入や公開講座

等収入などによるものです。

【雑収入】

　雑収入は、主に私学退職金財団からの交付金収入

によるものであり、予算比 7 百万円増となりました。

【借入金等収入】

　前年度は、日本私立学校振興・共済事業団より、

経営充実資金として 3 億円の新規借入を実行しまし

たが、今年度は新たな借入はありません。

【前受金収入】

　２０１３年度の授業料や入学金などで構成される

前受金収入は、入学生が微減したことなどにより、

予算比 5 百万円減の 8 億 14 百万円となりました。

【その他の収入】

　その他の収入は、出資金の返還などにより予算比

14 百万円増の 2 億 28 百万円となりました。今年度

も、退職給与引当金の減少に伴い退職給与引当特定

資産を取り崩しています。

【借入金等利息支出】

　借入金等利息支出の 10 百万円は、阪神 ･ 淡路大

震災復興などを目的とした日本私立学校振興・共済

事業団からの借入金の支払利息額です。

【借入金等返済支出】

　前記、日本私立学校振興 ･ 共済事業団からの借入

金の約定返済に加え、今年度は 1 億 64 百万円の繰

上償還を実施しました。

【施設関係支出】

　土地、建物や構築物などへの支出である施設関

係支出は、予算比 3 百万円減の 2 億 61 百万円とな

りました。主な内訳は、Kobe College International 

Students House の用地購入に伴う土地支出（1 億 50

百万円）、倉庫（４）の新築工事に伴う建物支出（35

百万円）などです。

【設備関係支出】

　教育研究用機器備品や資産計上する図書などへの

支出で構成される設備関係支出は、1 億 1 百万円と

なりました。主な内訳は、ラーニングコモンズ関

連設備費用などの教育研究用機器備品支出 (46 百万

円 )、図書支出 (27 百万円 )、EUC クラス分けシス

テム (18 百万円 ) への支出によるものです。

【資産運用支出】

　資産運用支出は、ほぼ予算どおりの 1 億 38 百万

円となりました。主な内訳は、第３号基本金引当資

産への積増し分 (1 億 22 百万円 ) です。
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（表１）資金収支計算書
(単位：百万円)

収入の部

本年度 本年度 前年度
予算 決算(A) 決算(B)

学生生徒等納付金収入 4,230 4,231 4,231 △ 0
在校生数に著しい変動はなく、前年度並みとなりました。

手数料収入 86 89 98 △ 9
入学検定料などの手数料収入は、大学志願者数の減少により、前年度比9百
万円の減となりました。

寄付金収入 70 74 79 △ 5
教育振興会を通じての寄付が中心で、前年度比5百万円の減となりました。

補助金収入 479 520 491 29
大学改革推進等補助金がなくなったものの、私立大学等経常費補助金の増
（43百万円）や私立大学教育研究活性化設備整備事業補助金（13百万円）を
新たに計上したこと等により、今年度は29百万円の増となりました。

資産運用収入 68 68 100 △ 32
前年度は、世界的なソブリンリスクの高まりから、信用リスクの低減を目的とし
て財投機関債を売却しましたが、今年度は市場動向を踏まえ、安全性重視の
運用を行った結果、前年度比32百万円の減となりました。

資産売却収入 － 0 516 △ 516
前年度は、妙高高原の土地売却収入15百万円や財投機関債を中心とした有
価証券売却収入4億99百万円を計上していますが、今年度は大規模の資産
売却は実施していません。

事業収入 90 92 61 31
前年度は、学生寮エアコン等改修工事費27百万円を計上したこと等による補
助活動収入が減少していましたが、今年度は特殊要因がないため平年並みと
なりました。

雑収入 204 211 172 39
今年度は、選択定年制を含む定年退職者が増加したため、私学退職金財団
交付金収入が前年度比38百万円の増となりました。

借入金等収入 － － 300 △ 300
前年度は、日本私立学校振興・共済事業団から経営充実資金として、3億円
の新規借入を実行しました。

前受金収入 819 814 842 △ 28
翌年度の授業料や入学金などの前受金収入は、大学入学者数が前年度比約
30名減少したことなどにより、前年度比28百万円の減となりました。

その他の収入 214 228 665 △ 437
前年度は、減価償却引当特定資産の対象資産を有価証券科目に振替えまし
たが（4億6百万円）、今年度は振替処理を実施していないため、前年度比減と
なっています。

資金収入調整勘定 △ 1,034 △ 1,034 △ 943 △ 91
2011年度大学入学者が2010年度に比べ約30名増加したことによる前期末前
受金の増(36百万円)と私学退職金財団交付金収入や補助金収入等の期末未
収入金の増(54百万円)です。

前年度繰越支払資金 2,550 2,550 2,921 △ 371

収入の部合計 7,777 7,847 9,539 △ 1,692

支出の部

本年度 本年度 前年度
予算 決算(A) 決算(B)

人件費支出 3,097 3,097 3,066 31
ほぼ、前年度並みの支出となりました。

教育研究経費支出 1,069 1,022 1,260 △ 238
前年度はネットワーク･情報教育システムの更新に伴い、消耗品費等で2億20
百万円の経費を計上していたため、前年度比2億38百万円の減となっていま
す。

管理経費支出 296 289 307 △ 18
印刷製本費が減少（22百万円減）したことなどによります。

借入金等利息支出 11 10 26 △ 16
借入金返済に伴う借入金元本の減少によるものです。

借入金等返済支出 286 286 658 △ 372
約定返済1億22百万円に加え、繰上償還（1億64百万円）を実施しました。

施設関係支出 265 261 389 △ 128
今年度の主な内訳は、Kobe College International Students Houseの用地購入に伴
う土地支出（1億50百万円）、倉庫（４）の新築工事に伴う建物支出（35百万円）です。

設備関係支出 91 101 225 △ 124
今年度の主な内訳は、ラーニングコモンズ関連設備費用(5百万円)などの教育研究
用機器備品支出(46百万円)、図書支出(27百万円)、EUCクラス分けシステム(18百
万円)などの教育研究用ソフトウェア支出(22百万円)です。

資産運用支出 137 138 997 △ 859
前年度は、減価償却引当特定資産の対象資産を有価証券科目に振替えた（8億13
百万円）ほか、今年度は振替処理を実施していないため、前年度比減となっていま
す。今年度の主な内訳は、第3号基本金引当資産支出(1億22百万円)です。

その他の支出 159 157 205 △ 48
前年度に計上していた預り金支払支出（36百万円）、仮受金精算支出（15百万
円）が今年度はないため、前年度比では減少しています。

資金支出調整勘定 △ 109 △ 85 △ 148 63
主に、期末未払金の減(41百万円)や前期末前払金の減（21百万円）によるも
のです。

次年度繰越支払資金 2,472 2,567 2,550 17
以上の要因により、今年度末の現金と預金の残高は、前年度比17百万円の
増となりました。

支出の部合計 7,777 7,847 9,539 △ 1,692

対前年度比増減要因科　　　目

対前年度比増減要因科　　　目

(Ａ)－(Ｂ)

(Ａ)－(Ｂ)
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　消費収支計算書は、学校法人における今年度の消

費収入（学校法人の負債とならない収入である帰属

収入から基本金に組入れる額を控除して計算するも

の）、消費支出（当該年度において消費する資産の

取得価額及び用役の対価に基づいて計算するもの）

の内容及び均衡状態を明らかにすることを目的に作

成している計算書類です。学校法人は営利法人では

ないため、基本金組入れを行った後の消費収入と消

費支出が長期的にほぼ同額でつり合うことが望まし

いとされています。

　大科目レベルの消費収支計算書は、表２のとおり

です。（本表では、単位未満を切捨表示しているため、

内訳を加算したものと合計は一致しません）

　２０１２年度の本学院の消費収支計算書の概要に

ついて以下に記載します。

【帰属収入合計】

　学生生徒等納付金、手数料、寄付金、補助金、資

産運用収入、事業収入、雑収入については、寄付金

に現物寄付（1 百万円）が含まれることを除き、ほ

ぼ資金収支計算書の収入の部と同様の内容です。な

お、資産売却差額については、固定資産の売却益を

計上しています。

　これにより帰属収入の合計は、予算比 61 百万円

増の 52 億 90 百万円となりました。

【基本金組入額】

　第１号基本金（学校法人が保有する固定資産のう

ち、教育の充実向上の用に供されるものを組み入れ

る）へ 5 億 6 百万円を組入れました。主な内訳と

し て は、Kobe College International Students House

の用地購入に伴う土地支出（1 億 50 百万円）や倉

庫（４）の新築工事に伴う建物支出（35 百万円）

などの固定資産取得によるもののほか、借入金返済

分 2 億 26 百万円も組入れています。

　また、第３号基本金（奨学金などの教育研究活動

に基金の運用果実をもって運営するために組み入れ

る）へ 1 億 22 百万円を組入れました。

【消費収入の部】

　上記により消費収入の部合計は、予算比 98 百万

円増加し、46 億 61 百万円となりました。

【消費支出の部】

　人件費は、資金収支計算書の人件費支出から退職

金支出 (2 億 46 百万円 ) を控除し、退職給与引当金

繰入額 (2 億 12 百万円 ) を加算しています。

　教育研究経費と管理経費は、資金収支計算書の各

経費支出に減価償却額（計 3 億 51 百万円）を加算

していることが大きな違いです。そのほかは、ほぼ

資金収支計算書と同様であり、結果、消費支出の部

は、予算比 55 百万円減の 47 億 49 百万円となりま

した。

3　消費収支計算書

消費収入の部

消費支出の部
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（表２）消費収支計算書
（単位：百万円）

消費収入の部

本年度 本年度 前年度
予算 決算(A) 決算(B)

学生生徒等納付金 4,230 4,231 4,231 △ 0

手数料 86 89 98 △ 9

寄付金 71 75 82 △ 7
資金収支計算書計上額に加え、ステンドグラスや絵画等の現物寄付金1百万
円を計上しています。

補助金 479 520 491 29

資産運用収入 68 68 100 △ 32

資産売却差額 － 0 93 △ 93
前年度は、主に、保有債券の売却による有価証券売却差額91百万円を計上
していましたが、今年度は大規模の資産売却は実施していません。

事業収入 90 92 61 31

雑収入 204 211 175 36

帰属収入合計 5,229 5,290 5,335 △ 45
以上の要因により、前年度比45百万円の減となりました。

基本金組入額合計 △ 666 △ 628 △ 924 296
今年度の主な組入内容は、Kobe College International Students Houseの用
地購入に伴う土地支出（1億50百万円）による組入、借入金返済に伴う組入(2
億26百万円)、第3号基本金組入(1億22百万円)などです。

消費収入の部合計 4,563 4,661 4,411 250
消費収入の部合計は、前年度比2億50百万円増となりました。

消費支出の部

本年度 本年度 前年度
予算 決算(A) 決算(B)

人件費 3,065 3,062 3,013 49
資金収支計算書から退職金支出を控除し、退職給与引当金繰入額を加算して
います。

教育研究経費 1,388 1,342 1,549 △ 207
資金収支計算書に減価償却費（3億19百万円）を加算しています。要因は、資
金収支計算書と同様です。

管理経費 328 321 355 △ 34
資金収支計算書に減価償却費（31百万円）を加算しています。要因は、資金
収支計算書と同様です。

借入金等利息 11 10 26 △ 16
資金収支計算書と同様です。

資産処分差額 12 7 40 △ 33
前年度は、妙高高原の土地売却による16百万円を含む固定資産処分差額39
百万円、有価証券処分差額１百万円を計上していましたが、今年度は固定資
産処分差額のみ計上しています。

徴収不能引当金繰入額 － 4 － 4
今年度は、貸与奨学金にかかる徴収不能見込額を計上しています。

徴収不能額 － － 0 △ 0
前年度は、貸与奨学金および学納金の徴収不能額を計上していました。

消費支出の部合計 4,804 4,749 4,986 △ 237
消費支出の部合計は、前年度比2億37百万円の減となりました。

当年度消費収入
　　　　　　（△支出）超過額

△ 241 △ 87 △ 575 488
以上の要因により、今年度の消費支出超過額は、前年度比4億88百万円の減
となりました。

前年度繰越消費収入
　　　　　　（△支出）超過額

△ 798 △ 798 △ 222 △ 576

翌年度繰越消費収入
　　　　　　（△支出）超過額

△ 1,039 △ 886 △ 798 △ 88
以上の要因により、消費収支差額の部は、前年度より支出超過額が88百万円
増加し、8億86百万円の繰越消費支出超過となりました。

帰属収支差額 424 541 348 193

帰属収入合計から消費支出の部合計を差し引いたもので、学校の施設設備
等の取得財源や借入金の返済財源となります。（企業会計上の当期利益金に
ほぼ相当するものです。）

資金収支計算書と同様です。

(Ａ)－(Ｂ)

(Ａ)－(Ｂ)

資金収支計算書と同様です。

科　　　目

科　　　目

対前年度比増減要因

対前年度比増減要因

資金収支計算書と同様です。
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雑収入 100
事業収入 120

資産運用収入 85
補助金 610寄付金 100

手数料 100

学生生徒等納付金
4,150

資産処分差額 12

借入金等利息 30

管理経費 350

教育研究経費
1,452

人件費
3,000

収入の部 支出の部＋基本金組入額

当年度消費収入超過額
50

帰属収支差額
421

学生生徒等納付金比率
78.8%

寄付金比率 1.9% 補助金比率 11.6%

人件費比率
57.0%

教育研究経費比率
27.6%

管理経費比率 6.6%

帰属収支差額比率
8.0%

基本金組入額 371
基本金組入率 7.0%

5,265≫

4,844≫

5,215≫

2008～2012年度 目標消費収支の概要
（単位：百万円）

0
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4,000

5,000

6,000

2012（平成24）年度消費収支の概要
（単位：百万円）

雑収入 211
事業収入 92

資産運用収入 68
補助金 520寄付金 75

手数料 89

学生生徒等納付金
4,231

資産処分差額 7

借入金等利息 10

管理経費 321

教育研究経費
1,342

人件費
3,062

収入の部 支出の部＋基本金組入額

当年度消費支出超過額
87

帰属収支差額
541

学生生徒等納付金比率
80.0%

寄付金比率 1.4% 補助金比率 9.8%

人件費比率
57.9%

教育研究経費比率
25.4%

管理経費比率 6.1%

帰属収支差額比率
10.2%

基本金組入額 628
基本金組入率 11.9%

5,377≫
5,290≫

4,749≫

（図１）

徴収不能引当金繰入額 4

資産売却差額 0
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（表３）消費収支内訳表(2012（平成24）年度)
（単位：百万円） （単位：百万円）

消費収入の部 消費支出の部
神戸女学院 神戸女学院 神戸女学院 神戸女学院 神戸女学院 神戸女学院

大　学 高等学部 中学部 大　学 高等学部 中学部

学生生徒等納付金 － 3,601 296 332 人件費 47 2,369 269 376

手数料 － 83 0 5 教育研究経費 － 1,102 122 117

寄付金 － 61 7 7 管理経費 6 280 16 17

補助金 － 309 101 109 借入金等利息 － 8 0 0

資産運用収入 － 52 7 7 資産処分差額 － 6 0 0

資産売却差額 － 0 － － 徴収不能引当金繰入額 － 4 － －

事業収入 － 92 － － 消費支出の部合計 54 3,771 409 513

雑収入 0 114 7 89

帰属収入合計 0 4,315 421 553

基本金組入額合計 △ 0 △ 496 △ 65 △ 65 帰属収支差額 △ 54 544 11 39

消費収入の部合計 0 3,819 355 487 消費収支差額 △ 54 47 △ 54 △ 26

注）学校法人部門は、昭和55年11月4日付文管企第250号「資金収支内訳表等の部門
別計上及び配分について（通知）」により、限定列挙された範囲の取引を計上していま
す。（いわゆる法人本部業務に係る取引よりも限定された範囲の取引を計上することと
なります。例えば、理事会や役員等の庶務に関することなどが該当します。）

　　　　　　　　部　門
　科　目

学校法人
　　　　　　　　部　門
　科　目

学校法人

2012（平成24）年度決算の概要
(単位：百万円)

資金収支計算書
2012年4月1日～2013年3月31日

貸借対照表
2012年3月31日

消費収支計算書
2012年4月1日～2013年3月31日

2013年3月31日

帰属収支差額＝純資産増加額 541

＝帰属収入－消費支出

5,290 － 4,749
支出計
7,847

収入計
7,847

期首資金

2,550

期末資金

2,567

資金支出

5,280

資金収入

5,297

資 産

17,533

負 債

3,308

現金預金

2,550

基本金

15,023

△798

繰越消費収支差額

純資産

14,225

現金預金

2,567 △886

繰越消費収支差額

純資産

14,766

消費支出

4,749

消費収入

4,661

基本金組入額
628

資 産

17,696

負 債

2,930

基本金

15,652

帰属収支差額
(純資産増加額)

541

帰属収入

5,290

①資金収支計算書：学校法人のその年度の教育研究活動やこれに付随する活動に対応するすべての収入と支出の内容を明らかにし、
現金預金の１年間（4月1日～3月31日）の動きを表すものです。

②消費収支計算書：学校法人の１年間（4月1日～3月31日）の収支状況を表すものです。
帰属収入と消費支出の内容を明らかにし、また消費支出が消費収入により賄われているかを表します。

③貸 借 対 照 表：年度末における学校法人の資産、負債の内容、純資産（資産－負債）の額を明らかにするものです。
また、基本金（維持すべき金額）に対する純資産の過不足状態を消費収支差額として表します。

「基本金」：取得した施設設備（第１号）＋施設設備の将来取得に向けた先行組入れ（第２号）＋各種基金（第３号）＋運転資金（第４号）
⇒帰属収入のうち、学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するために維持すべき額として決定した金額

（図２）

注：単位未満を切捨表示しているため、内訳等を加算したものと合計等は一致しません。
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　貸借対照表は、貸借対照表日（２０１３年３月

３１日）における学校法人の財政状態を明らかにす

るために作成します。２０１２年度の本学院の貸借

対照表（大科目レベル）の概要は表４のとおりです。

4　貸借対照表

（本表では、単位未満を切捨表示しているため、内

訳を加算したものと合計は一致しません）

（表４）貸借対照表
（単位：百万円）

資産の部

本年度末 前年度末
(A) (B)

固定資産 14,927 14,833 94

有形固定資産 8,611 8,622 △ 11

土地 1,323 1,173 150
Kobe College International Students Houseの用地購入に伴う増加
です。

建物 4,326 4,456 △ 130
倉庫（４）新築工事等による増加と減価償却に伴う減少です。

構築物 544 552 △ 8
西門道路拡幅工事等による増加と減価償却に伴う減少です。

教育研究用機器備品 445 498 △ 53
主に、減価償却に伴う減少です。

その他の機器備品 25 27 △ 2

図書 1,940 1,913 27
図書の購入等による増加です。

車両 0 0 △ 0

建設仮勘定 4 0 4
中高部2号館新築工事に伴う支出を計上しています。

その他の固定資産 6,316 6,211 105

教育研究用ソフトウェア 37 20 17
主に、EUCクラス分けシステム導入による増加です。

その他のソフトウェア 16 15 1

電話加入権 3 3 0

有価証券 426 426 0
内容は、地方債、政府関係機関債です。

差入保証金 3 3 0

出資金 19 27 △ 8

貸与奨学金 287 295 △ 8

退職給与引当特定資産 1,472 1,506 △ 34
将来の退職金の支払を想定した特定資産です。引当金の減少によ
り取崩しました。一部の事業債や銀行預金等で運用しています。

減価償却引当特定資産 3,136 3,136 0
減価償却対象資産の将来の更新を目的とした特定資産です。政府
関係機関債や一部の事業債、銀行預金等で運用しています。

岡田山建築保存引当特定資産 67 51 16
岡田山キャンパスの創建建築保存のための費用に充てることを目
的とした特定資産です。内容は銀行預金です。

第３号基本金引当資産 845 722 123
第3号基本金に係る資産です。政府関係機関債や銀行預金で運用
しています。

その他 0 0 0

流動資産 2,768 2,699 69

現金預金 2,550 2,532 18
現預金は、前年度比18百万円増の25億50百万円となりました。

修学旅行費預り資産 17 18 △ 1
現預金のうち、中高部の修学旅行等費用の預り金に対応する額を
区分して表示しています。

未収入金 191 137 54
未収入金は、主に補助金や私学退職金財団からの交付金収入で
す。

前払金 9 12 △ 3

資産の部合計 17,696 17,533 163
以上により、資産の部合計は、前年度比1億63百万円の増となりま
した。

増減要因等科　　　目 (Ａ)－(Ｂ)
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（単位：百万円）

負債の部

本年度末 前年度末
(A) (B)

固定負債 1,829 2,138 △ 309

長期借入金 348 614 △ 266
日本私立学校振興・共済事業団からの借入金であり、繰上償還1億
64百万円及び短期借入金への振替1億2百万円によるものです。

退職給与引当金 1,472 1,506 △ 34
主に、勤続年数の長い教職員の退職によるものです。

長期未払金 9 18 △ 9
延払金の減少によるものです。

流動負債 1,100 1,169 △ 69

短期借入金 102 122 △ 20
借入金のうちの１年以内に返済予定のものです。

未払金 85 110 △ 25
前年度に計上していた施設・設備関係の未払金(10百万円)を今年
度は計上していないことなどにより減少しています。

前受金 814 842 △ 28
主な内訳は翌年度の授業料や入学金などの前受金であり、大学入
学者数が前年度比約30名減少したことなどにより減少しています。

預り金 81 75 6

修学旅行費預り金 17 18 △ 1
預り金のうち、中高部の修学旅行等費用分を区分して表示していま
す。

負債の部合計 2,930 3,308 △ 378

基本金の部

本年度末 前年度末
(A) (B)

第１号基本金 14,434 13,928 506
本年度の増加額は、学校法人が保有する固定資産のうち、新たに取得した基
本財産を基本金として組入れた金額の合計です。今年度の増加は、主に土地
の取得や借入金の返済によるものです。

第３号基本金 845 722 123
奨学基金などに組入れた金額の合計です。

第４号基本金 373 373 0
運営に必要な運転資金として恒常的に保持すべきとされる金額であり、教職
員人件費支出、教育研究経費・管理経費支出及び借入金利息支出の１ヶ月分
です。増減はありません。

基本金の部合計 15,652 15,023 629

消費収支差額の部

本年度末 前年度末
(A) (B)

翌年度繰越消費収入（△支出）超過額 △ 886 △ 798 △ 88
消費収支差額の部は、支出超過が前年度より88百万円拡大し、8億
86百万円の繰越消費支出超過となりました。

消費収支差額の部合計 △ 886 △ 798 △ 88

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計

本年度末 前年度末
(A) (B)

17,696 17,533 163

増減要因等

増減要因等

増減要因等

負債の部、基本金の部及び消費
収支差額の部合計

科　　　目

(Ａ)－(Ｂ)

(Ａ)－(Ｂ) 増減要因等科　　　目

科　　　目

科　　　目 (Ａ)－(Ｂ)

(Ａ)－(Ｂ)
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　過去１０年間の消費収支計算書、貸借対照表の概

要及び財務諸比率の推移は表５のとおりです。（本

表では、消費収支計算書、貸借対照表は、単位未満

5　財務データの推移

を切捨表示しているため、内訳を加算したものと合

計は一致しません。また、財務諸比率は単位未満を

四捨五入して表示しています）



神戸女学院　２０１２事業報告書

52



神戸女学院　２０１２事業報告書

53



神戸女学院　２０１２事業報告書

54

第 5 年次計画を実施します。

（補助金申請額 18 百万円）

c) 音楽学部「音大連携による教育イノベーション

 音楽コミュニケーション ･ リーダー養成」

　東京音楽大学、昭和音楽大学と連携した共通講座

の開講、地方公共ホールとの連携プロジェクト、ま

たザルツブルグ音楽院のウェブ・レッスン等を実施

します。

d) 全学部「早期離職に歯止めをかけるキャリア支援」

　OG やキャリアカウンセラーを活用して学内合同

企業説明会や学内 OG 訪問会を開催し、学生への情

報提供を充実させることで、よりきめ細やかな就職

教育・研究

　神戸女学院はキリスト教信仰と国際理解の精神を

教育の根幹とし、豊かな自然とヴォーリズ設計によ

る校舎群が美しく調和する岡田山のキャンパスにお

いてリベラルアーツ＆サイエンス教育を実践し女子

教育における先駆的な役割を果たしてきました。急

激な少子高齢化の進行、グローバル化、地域コミュ

ニティの衰退など社会の変化による諸課題が山積す

る中、各大学には新たな大学改革の方向性を示し、

社会変革のエンジンとなる大学づくりが求められて

います。このような状況のもと、本学も伝統的な全

人教育の質を一層向上、発展させながら広く社会の

期待に応えるため、引き続き有効な事業計画を推進

し、合わせてめざす教育事業の永続性を担保するべ

く財務基盤の強化を図ってまいります。

　2013 年度も引き続きハード、ソフト両面から学

生・生徒のための教育環境整備を主眼に、必要な事

業について予算措置を行いました。施設・設備面で

は、大規模事業として中高部 2 号館建替え（地上 3

階建）の施工を 7 月から開始し、2014 年夏の竣工

をめざします。また、講堂の空調設備改修や中高部

1 号館の空調熱源改修など中長期整備計画にもとづ

く改修をはじめ、デフォレスト館の教室整備、文学

館 1 階トイレ改修など老朽化した設備の改修、改

善を実施する予定です。中高部タルカット館には

2012 年度の工事計画を再精査のうえエレベーター

を付設し、学内のバリアフリー化を推進します。

a) 共通英語教育研究センター「神戸女学院大学

 共通英語教育ｵﾘｼﾞﾅﾙ教科書の作成」

　全学的に基礎英語教育の質を高めることを目的と

して、2014 年度新入生より、本学独自のテキスト

を活用し、新たな共通英語教育プログラムを開始し

ます。2014 年度の開設に向けて、2013 年度におい

ては、教科書の編纂や広報活動、教育内容の確定等

の準備活動を行います。

b) 人間科学部「地域から ESD を推進する女性環境

 リーダー」留学生研究支援

　平成 21 年度科学技術総合推進費補助金選定事業

1　今後の運営方針及び２０１３年度予算編成について

2　２０１３年度事業計画

Ⅳ .　事業計画

　教育施策の重点的課題として、2013 年度から大

学に開設される共通英語教育研究センターのための

予算を計上し、専任教職員スタッフの拡充を含め、

新たな共通英語カリキュラム展開のための措置を行

いました。また関連する入試広報を強化し、受験生

の増加を促進します。その他、引き続き厳しい就職

活動の支援プログラムをはじめ、競争力維持のため

に優先的に必要とされる諸策に対して適切に予算措

置を行いました。

　これらの結果、2013 年度予算編成においては繰

越消費支出超過額が拡大する見通しです。収入面の

柱である学納金、補助金等の増収が困難になりつつ

あることに加えて、2014 年度からは消費税増税に

よる固定的経費の負担増が見込まれ、めざすべき収

支均衡にとって厳しい状況が続きます。このような

環境下で競争力を担保するための事業計画を適宜推

進しつつ財務状況の健全化を図るためには、支出面

での合理性、優先性を一層精査し、予算配分、予算

執行の規律を高めていくことが不可欠であり、この

課題を全教職員で共有していきます。また中長期の

財政の健全化を踏まえ、新たに 2017 年度達成をめ

ざした財務比率目標値（対帰属収入比）を設定し、

必要な改善努力を行います。主な財務比率は、人件

費比率 57.0％、教育研究経費比率 27.6％、帰属収

支差額比率 8.8％です。
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a) 「岡田山キャンパス移転 80 周年記念シンポジウ

 ム」の開催

　岡田山キャンパス移転 80 周年を記念したシンポ

ジウムを開催し、講演会や展示、見学会などもあわ

せて開催いたします。

b) 音楽学部「舞踊年度公演」「舞踊卒業公演」の実施

　音楽学科舞踊専攻学生の年度学習の成果発表とし

ての「舞踊年度公演」、４年間の習得の総まとめと

しての「舞踊卒業公演」を実施します。

c) 大学「翻訳コンクール」の実施

　高校生を対象とした「翻訳コンクール」を実施し

ます。

a) 中高部 2 号館新築工事

　中学部・高等学部の教育施設の拡充および今後の

英語教育・教育活動の充実の必要性により、中高部

その他の事業

施設・設備

2 号館の建替えを行います。

b) 建物等の改修

　中高部では、地上３階、地下１階のタルカット記

念館において、利用者の利便性を確保するため、エ

レベーターを設置するとともに、地下 1 階に身障

者トイレ、階段に手摺を設置します。（バリアフリー

推進補助金申請額 10.5 百万円）

　さらに、大学では文学館 1 階トイレ改修工事や

ジュリア・ダッドレー記念館外壁塗装工事、中高部

では中高部 1 号館雨水・汚水管改修工事などを行い、

環境向上を図ります。

c) 空調設備の改修工事

　既設の空調設備の劣化や機器効率の低下に対応

するため、講堂・チャペル空調設備および中高部 1

号館空調熱源改修工事、ならびに大学ではジュリア・

ダッドレー記念館等のエアコン取替工事を行います。

d) 教室・ＡＶ設備等の整備

　老朽化への対応として、大学ではデフォレスト記

念館の 2 教室、中高部では書道教室の机と椅子を入

れ替えます。また、大学においては、オンデマンド

配信等を可能にする Media Site Live6 の導入や AV 機

器の入替などを行います。さらに、前年度に引き続き、

ラーニングコモンズにかかる機器等を整備していき

ます。

支援体制を整備します。

e) 全学部「就職率向上のための就職支援」

　3 年生を対象とした 4 つの就職支援講座（筆記試

験対策講座、自己分析講座、業界企業研究講座、面

接対策実践講座）を専門業者に委託し、就職支援体

制の強化を図ります。また、外部のキャリアカウン

セラーを活用し、全就職希望者の個別面談を行います。
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2013～2017年度 目標消費収支の概要
（単位：百万円）

雑収入 150
事業収入 100
資産運用収入 100補助金 490寄付金 80

手数料 100

学生生徒等納付金
4,120

資産処分差額 12

借入金等利息 2

管理経費 328

教育研究経費
1,418

人件費
2,930

収入の部 支出の部＋基本金組入額

当年度消費収入超過額
50

帰属収支差額
450

学生生徒等納付金比率
80.2%

寄付金比率 1.6%
補助金比率 9.6%

人件費比率
57.0%

教育研究経費比率
27.6%

管理経費比率 6.4%

帰属収支差額比率
8.8%

基本金組入額 400
基本金組入率 7.8%

5,140≫

4,690≫
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　２０１３年度の資金収支予算書は表６、消費収支

予算書は表７のとおりです。（本表では、単位未満

3　２０１３年度予算書

を切捨表示しているため、内訳を加算したものと合

計は一致しません。）

（表６）資金収支予算書
（単位：百万円）

収入の部

2012年度 2012年度 2013年度
予算 決算(A) 予算(B)

学生生徒等納付金収入 4,230 4,231 4,153 △ 78
2013年度入試による入学者数を中学部140人、大学630名と見込み、入学者
の多かった学年の卒業による在籍学生数が減少すること等から、前年度比78
百万円減の予算としています。

手数料収入 86 89 89 △ 0
厳しい募集環境は続きますが、成績上位受験生を対象とした広報活動の強化
により、前年度並みの予算の確保を見込んでいます。

寄付金収入 70 74 50 △ 24
寄付金収入は、主として教育振興会を通じての一般寄付の見込額を計上して
います。2012年度は大口寄付金を受けたため、特殊要因を除外して2013年
度の予算を見込みました。

補助金収入 479 520 476 △ 44
私立大学経常費補助金は算定方法変更に伴い補助金が減少した2011年度
の実績数値をベースとし、その他、バリアフリー化補助金や科学技術戦略推進
費補助金などによる収入を見込んでいます

資産運用収入 68 68 67 △ 1
前年度に引き続き、リスク分散型での投資を前提としており、前年度並みの収
入を確保する見込みです。

資産売却収入 － 0 － △ 0

事業収入 90 92 93 1
2013年度は留学生寮が通年稼働となりますが、金額的影響は僅少のため、
ほぼ前年度並みの予算を見込んでいます。

雑収入 204 211 214 3
主として定年退職予定者の退職金財団交付金を計上しています。2013年度
は、定年退職予定者が多いため、前年度並みの収入を見込んでいます。

前受金収入 819 814 821 7
2014年度入学者数を中学部140名、大学630名として予算化しています。

その他の収入 214 228 226 △ 2
2013年度の主な内訳は、前期末未収入金収入と貸与奨学金回収収入であ
り、前年度並みの予算としています。

資金収入調整勘定 △ 1,034 △ 1,034 △ 1,042 △ 8

前年度繰越支払資金 2,550 2,550 2,472 △ 78

収入の部合計 7,777 7,847 7,620 △ 227

支出の部

2012年度 2012年度 2013年度
予算 決算(A) 予算(B)

人件費支出 3,097 3,097 3,086 △ 11
2013年度は、定年退職者のみで計算しています。

教育研究経費支出 1,069 1,022 1,139 117
共通英語教育研究センターにおける初年度活動費用や図書館ラーニングコモ
ンズなど、新規事業に対する経費も見込んでいます。

管理経費支出 296 289 316 27
2013年度は、入試広報の強化を図るため、募集関連経費の増加を見込んで
います。

借入金等利息支出 11 10 4 △ 6
2012年度に利率3%の借入金の繰上返済を行ったため、支出減を見込んでい
ます。

借入金等返済支出 286 286 102 △ 184
2012年度は借入金の繰上償還を実施しましたが、2013年度は約定返済のみ
実施する予定です。

施設関係支出 265 261 305 44
中高部関連では、中高部2号館新築工事、タルカット館バリアフリー工事等を、
大学関係では文学部1階トイレ改修工事等を、その他、講堂・チャペルや中高
部1号館の空調設備改修等を予定しています。

設備関係支出 91 101 121 20
デフォレスト館の教室整備23百万円、講義等のオンデマンド配信を可能にす
る「Media Site Live 6」の導入10百万円、ラーニングコモンズ機器整備6百万
円などを予算化しています。

資産運用支出 137 138 137 △ 1
2011年度より奨学金の充実を目的として第3号基本金に毎年1億円積み増す
計画としています。2013年度は、第3号基本金引当資産および岡田山建築保
存引当特定資産への繰入を予定しています。

その他の支出 159 157 156 △ 1

資金支出調整勘定 △ 109 △ 85 △ 115 △ 30

次年度繰越支払資金 2,472 2,567 2,368 △ 199

支出の部合計 7,777 7,847 7,620 △ 227

2013年度当初予算の内容

2013年度当初予算の内容

科　　　目

科　　　目

(B)－(A)

(B)－(A)
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（表７）消費収支予算書
（単位：百万円）

消費収入の部

2012年度 2012年度 2013年度
予算 決算(A) 予算(B)

学生生徒等納付金 4,230 4,231 4,153 △ 78

手数料 86 89 89 △ 0

寄付金 71 75 51 △ 24

補助金 479 520 476 △ 44

資産運用収入 68 68 67 △ 1

資産売却差額 － 0 － △ 0

事業収入 90 92 93 1

雑収入 204 211 214 3

帰属収入合計 5,229 5,290 5,144 △ 146

基本金組入額合計 △ 666 △ 628 △ 528 100
主として中高部2号館の新築工事などに伴う第1号基本金組入や奨学金の充
実を図るための第3号基本金組入を予定しています。

消費収入の部合計 4,563 4,661 4,616 △ 45

消費支出の部

2012年度 2012年度 2013年度
予算 決算(A) 予算(B)

人件費 3,065 3,062 3,085 23
資金収支計算書から退職金支出を控除し、退職給与引当金繰入額を加算して
います。

教育研究経費 1,388 1,342 1,426 84
資金収支計算書に減価償却費（2億87百万円）を加算しています。内容は、資
金収支計算書と同様です。

管理経費 328 321 347 26
資金収支計算書に減価償却費（31百万円）を加算しています。内容は、資金
収支計算書と同様です。

借入金等利息 11 10 4 △ 6 資金収支計算書と同様です。

資産処分差額 12 7 12 5

徴収不能引当金繰入額 － 4 － △ 4

徴収不能額 － 0 － △ 0

消費支出の部合計 4,804 4,749 4,874 125

当年度消費収入
　　　　　　（△支出）超過額

△ 241 △ 87 △ 258 △ 171

前年度繰越消費収入
　　　　　　（△支出）超過額

△ 798 △ 798 △ 1,039 △ 241

翌年度繰越消費収入
　　　　　　（△支出）超過額

△ 1,039 △ 886 △ 1,297 △ 411

帰属収支差額 424 541 270 △ 271

科　　　目

科　　　目

(B)－(A)

(B)－(A)

2013年度当初予算の内容

2013年度当初予算の内容

寄付金に現物寄付が含まれ、資産売却差額のみが計上される点を除き、
資金収支計算書と同様です。







学校法人 神戸女学院

〒 662-8505　西宮市岡田山 4-1　電話 0798-51-8508（経理課）

http://www.kobe-c.ac.jp/foundation/index.html
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